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大
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富
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小
讀
め
ば
似
た
事
の
あ
る
川
の
瓦
解
に
家
族
ち
り
゛
く
に
雑
の
五
句
目
、
久
し
く
人
事
が
続
く
。
前
句
が
「
小
」
な
れ
ば
馬
琴
好
み
の
子
規
、
『
南
総
里
見
八
犬
傳
』
の
里
見
家
で
受
け
、
「
里
見
家
の
瓦
解
に
家
臣
ち
り

゛
に
」
と
軽
く
遁
げ
て
も
無
難
な
所
。
な
れ
ど
そ
う
せ
ざ
り
し
点
に
彼
の
伊
予
松
山
藩
士
族
と
い
う
終
生
捨
て
得
な
か
っ
た
自
負
心
注
１
、
矜
持
の
、
恐
ら
く
無
意
識
な
表
出
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
、
図
ら
ず
も
朝
敵
の
汚
名
注
２
を
着
せ
ら
れ
御
一
新
の
時
流
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
名
門
親
藩
士
族
が
等
し
く
抱
い
た
（
で
あ
ろ
う
）
矜
持
で
も
あ
る
。
土
佐
藩
、
安
芸
広
島
藩
の
建
白
を
容
れ
た
「
川
」
十
五
代
将
軍
慶
喜
が
大
政
奉
還
を
上
表
し
た
の
が
慶
応
三
年
1867十
月
十
四
日
（
前
日
十
三
日
付
で
薩
摩
、
翌
十
四
日
に
長
州
藩
、
討
幕
の
密
勅
注
３
が
各
々
下
さ
る
）、
そ
れ
に
先
立
つ
こ
と
約
一
ト
月
、
九
月
十
七
日
松
山
藩
領
内
温
泉
郡
藤
原
新
町
に
て
子
規
こ
と
正
岡
常
規
出
生
注
４
。
父
隼
太
三
十
五
歳
（
藩
御
馬
廻
格
）、
母
八
重
二
十
三
歳
。
年
譜
的
に
み
て
当
然
乳
幼
児
期
の
子
規
の
預
り
知
ら
ぬ
こ
と
な
が
ら
、
奇
し
く
も
「
川
の
瓦
解
」
即
ち
幕
末
明
治
御
一
新
（
文
明
開
化
）
と
い
う
歴
史
的
激
動
の
時
を
、
言
う
な
れ
ば
一
片
田
舎
四
国
松
山
の
地
で
過
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
短
か
い
子
規
の
生
涯
、
三
十
六
年
は
日
本
の
近
代
国
家
へ
の
歩
み
と
重
な
る
。
政
事
と
文
事
、
分
野
こ
そ
違
え
伝
統
的
韻
文
の
旧
弊
打
破
を
志
し
実
践
し
た
子
規
は
明
治
元
勲
達
か
ら
一
歩
遅
れ
そ
し
て
一
歩
早
く
舞
台
か
ら
下
り
た
と
は
い
え
時
代
の
申
し
子
、
或
る
意
味
で
典
型
的
明
治
人
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
伊
予
松
山
藩
久
松
松
平
家
は
家
康
の
同
母
弟
定
勝
が
永
禄
三
年
1560に
「
源
姓
松
平
氏
及
葵
章
」
を
許
さ
れ
て
以
来
の
名
門
注
５
、
九
代
定
国
は
聟
養
子
と
は
い
え
御
三
の
一
つ
田
安
宗
武
の
二
男
で
あ
り
寛
政
改
革
で
名
を
馳
せ
し
老
中
松
平
定
信
の
兄
、
石
高
十
五
万
石
の
中
藩
と
い
え
ど
将
軍
家
と
縁
が
深
い
親
藩
ゆ
え
幕
末
維
新
の
折
に
は
相
応
の
対
処
を
迫
ら
れ
た
模
様
。
以
下
、
時
系
列
で
松
山
潘
の
往
時
の
動
向
を
「
川
の
瓦
解
」
に
重
ね
な
が
ら
略
述
整
理
注
６
し
て
み
る
。
当
然
斯
る
整
理
確
認
付
句
理
解
の
上
で
い
え
ば
無
用
の
横
道
、
な
れ
ど
明
治
と
改
元
さ
れ
て
略 ほ
ぼ一
世
代
約
三
十
年
、
富
国
強
兵
殖
産
興
業
を
国
是
と
な
し
近
代
国
家
日
本
の
礎
を
確
乎
た
ら
し
め
ん
と
す
る
最
中
、
多
く
の
外
患
内
憂
を
抱
え
な
が
ら
日
清
戦
争
に
勝
利
し
た
二
十
八
年
も
残
す
と
こ
ろ
二
ヶ
月
余
の
十
月
下
旬
、
維
新
の
元
勲
齢
重
ぬ
と
い
え
未
だ
政
治
の
中
枢
に
重
き
を
な
し
て
居
り
、
一
方
で
回
顧
を
も
っ
て
語
ら
れ
る
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学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
一
九
号
三
六
～
五
六
（
二
〇
〇
九
一
）
子
規
連
句
私
解
獨
吟
百
「
灯
と
も
さ
ぬ
」
の
巻
其
二
十
九
四
ウ
三
句
目

輝
や
か
し
き
回
天
の
覇
業
注
７
と
「
川
の
瓦
解
」
、
大
政
奉
還
と
共
に
誕
生
、
僅
か
六
歳
に
し
て
家
督
相
続
、
其
の
後
四
十
日
余
に
し
て
父
尚
武
と
死
別
、
父
の
記
憶
十
分
な
ら
ざ
る
幼
少
期
を
、
後
に
服
部
嘉
香
を
し
て
、
「
武
士
の
妻
と
し
て
の
、
松
山
士
族
と
し
て
の
面
目
を
よ
く
保
た
れ
た
も
の
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
注
８
」
と
そ
の
人
と
な
り
を
述
懐
さ
せ
た
母
八
重
を
は
じ
め
、
外
祖
父
元
藩
儒
大
原
観
山
及
び
他
の
士
族
親
戚
等
々
に
育
ま
れ
た
子
規
の
自
我
、
仮
令
慰
み
草
な
る
に
し
ろ
記
憶
か
ら
欠
落
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
「
川
」
と
敢
え
て
付
け
た
発
想
、
前
句
が
歴
史
的
事
象
と
異
な
る
狂
言
綺
語
の
「
小
」
、
に
も
拘
ら
ず
歴
史
で
応
じ
た
手
練
を
、
こ
れ
又
後
日
の
こ
と
な
が
ら
自
筆
墓
誌
銘
に
「
父
隼
太
松
山
藩
御
馬
廻
加
番
タ
リ
」「
母
大
原
氏
ニ
養
ハ
ル
」
と
記
す
、
そ
の
文
言
に
窺
い
知
る
強
烈
な
士
族
意
識
を
終
生
持
ち
続
け
た
子
規
の
自
我
形
成
を
、
「
瓦
解
」
す
る
「
川
」
家
に
与
し
た
主
家
久
松
松
平
家
の
立
場
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
読
み
解
か
ん
と
す
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
。
元
治
元
年
1864一
月
二
十
一
日
勝
成
 十
三
代
十
五
代
代
藩
主
、
将
軍
家
茂
に
従
い
参
内
、
孝
明
帝
に
拝

同
年
七
月
二
十
二
日
去
る
禁
門
（
蛤
御
門
）
の
変
注
９
に
際
し
、
そ
の
迅
速
な
行
動
叡
聞
に
達
し
勝
成
参
内
の
上
褒
賞
の
勅
語
を
賜
う
同
年
十
月
第
一
次
長
州
征
伐
に
つ
き
来
る
月
十
一
日
、
四
国
海
路
先
鋒
た
る
の
幕
命
を
受
く
注

同
年
十
一
月
十
三
日
勝
成
自
ら
後
軍
を
卒
し
て
神
野
浦
に
出
陣
同
年
十
二
月
二
十
七
日
長
州
征
伐
軍
解
兵
の
命
あ
り
注
（
翌
年
一
月
一
日
、
勝
成
松
山
帰
着
）
※
慶
応
元
年
注
	
1865四
月
二
十
五
日
将
軍
家
茂
、
長
防
征
伐
（
第
二
次
）
の
為
進
発
、
六
月
二
十
二
日
入
洛
、
後
に
下
坂
、
大
坂
城
を
本
営
と
す
慶
応
二
年
1866五
月
長
防
征
伐
先
鋒
紀
伊
中
納
言
（
徳
川
）
茂
承
よ
り
出
兵
の
命
蒙
る
、
聟
養
子
定
昭
後
軍
を
率
い
て
出
兵
三
津
浜
に
布
陣
（
六
月
五
日
）
同
年
六
月
八
日
～
十
六
日
松
山
藩
兵
、
周
防
国
屋
代
島
大
島
郡
に
て
防
長
兵
と
激
戦
注


※
同
年
七
月
二
十
日
家
茂
、
征
長
軍
相
継
ぐ
大
敗
の
中
大
坂
城
中
に
て
病
没
、
享
年
二
十
一
。
※
同
年
八
月
五
日
慶
喜
、
徳
川
宗
家
相
続
※
同
年
十
二
月
五
日
慶
喜
に
十
五
代
将
軍
宣
下
、
同
月
二
十
五
日
公
武
合
体
攘
夷
派
の
孝
明
帝
（
異
母
妹
和
宮
は
家
茂
に
降
嫁
）
崩
御
、
享
年
三
十
六
。
家
茂
の
死
、
征
長
の
不
首
尾
、
孝
明
帝
崩
御
と
打
ち
続
き
一
気
に
討
幕
開
国
の
流
れ
が
強
ま
っ
た
。
慶
応
三
年
1867九
月
二
十
日
藩
主
勝
成
、
病
を
理
由
に
致
仕
隠
居
を
願
い
養
子
定
昭
が
家
督
相
続
し
第
十
四
代
藩
主
と
な
る
注

同
年
九
月
二
十
三
日
注

定
昭
、
「
溜
間
詰
其
侭
加
判
列
上
席
ヲ
命
セ
ラ
ル
、
重
職
ニ
ツ
キ
熟
思
ノ
上
命
ヲ
拝
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ス
ヘ
キ
旨
ヲ
述
フ
」
る
も
「
翌
二
十
四
日
加
判
列
上
席
ノ
辞
表
ヲ
将
軍
ニ
上
ル
」
（
以
下
、
カ
ギ
括
弧
付
引
用
は
「
家
譜
」
の
記
述
）
※
同
年
十
月
十
四
日
将
軍
慶
喜
、
大
政
奉
還
注
の
上
表
提
出
同
年
十
月
十
九
日
定
昭
、「
願
ニ依
テ加
判
列
上
席
ヲ免
セ
ラ
ル
」
※
同
年
十
二
月
九
日
王
政
復
古
注
の
大
号
令
渙
発
、
同
月
十
二
日
将
軍
慶
喜
出
洛
、
大
坂
に
入
る
同
年
十
二
月
十
三
日
定
昭
、
慶
喜
に
従
い
「
大
坂
ニ着
シ
中
ノ
島
藩
邸
ニ」
入
る
慶
応
四
年
1868一
月
三
日
戊
辰
（
鳥
羽
伏
見
）
の
戦
い
注
、
薩
長
に
錦
旗
下
賜
（
同
五
日
）、
幕
府
会
津
桑
名
松
山
藩
他
賊
軍
と
な
る
※
同
年
一
月
六
日
慶
喜
、
天
保
山
沖
停
泊
中
の
幕
艦
開
陽
丸
に
て
大
坂
脱
出
帰
東
同
十
一
日
夜
品
川
沖
投
錨
十
二
日
未
明
浜
御
殿
へ
、
後
刻
江
戸
帰
城
の
上
恭
順
の
意
を
示
す
二
月
二
十
三
日
江
城
を
出
て
上
野
寛
永
寺
大
慈
院
（
現
在
の
寛
永
寺
）
に
謹
慎
蟄
居
注

四
月
十
一
日
江
戸
無
血
開
城
注
、
同
日
同
院
を
退
去
し
謹
慎
地
水
戸
へ
向
う
五
月
十
五
日
彰
義
隊
注
	上
野
戦
争
、
七
月
十
九
日
新
封
地
駿
府
に
移
住
注

、
二
十
三
日
宝
台
院
に
入
る
明
治
二
年
1869九
月
二
十
八
日
謹
慎
免
除
同
七
日
定
昭
、
大
坂
を
出
、
十
日
夜
帰
松
同
十
一
日
松
山
藩
追
討
注
の
勅
命
土
佐
藩
へ
下
る
同
二
十
三
日
土
佐
少
将
使
者
金
子
平
十
郎
小
笠
原
唯
八
の
両
名
来
り
て
追
討
の
勅
命
の
旨
を
通
達
注

同
二
十
六
日
勝
成
、
定
昭
恭
順
の
意
を
表
し
共
に
常
信
寺
へ
退
去
注

翌
二
十
七
日
土
佐
藩
士
将
深
尾
左
馬
介
に
城
地
を
托
し
二
心
な
き
旨
の
書
面
提
出
注

二
十
八
日
長
州
へ
も
同
じ
く
書
面
差
し
出
す
注

同
年
二
月
二
十
三
日
城
領
地
共
に
土
佐
少
将
預
り
定
昭
に
謹
慎
の
勅
命
下
る
同
年
五
月
二
十
二
日
注

定
昭
、
蟄
居
を
命
ぜ
ら
る
旧
所
領
は
養
父
勝
成
に
下
賜
の
上
再
度
再
を
命
ぜ
ら
る
加
え
て
軍
事
費
十
五
万
両
の
上
納
を
命
ぜ
ら
る
注
（
八
月
二
十
三
日
完
納
注
）
同
二
十
五
日
定
昭
、
温
泉
郡
東
野
村
吟
松
庵
に
蟄
居
注
（
明
治
二
年
1869三
月
六
日
放
免
さ
れ
る
も
「
国
務
并
ニ家
事
ニ関
係
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ト
ノ命
ヲ蒙
ル」）
そ
の
後
、
養
父
勝
成
致
仕
に
よ
り
再
び
家
禄
を
受
け
継
ぎ
松
山
藩
知
事
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
（
明
4

1

14）、
明
治
五
年
七
月
十
九
日
去
、
享
年
二
十
八
歳
。
二
十
三
歳
に
し
て
「
加
判
列
上
席
」、「
家
筋
之儀
者徳
川
家
親
属
之儀
」
ゆ
え
「
慶
喜
与
進
退
ヲ倶
ニ致
候
段
、
忠
を
所
事
ニ尽
し
」
た
結
果
、
心
な
ら
ず
も
「
朝
敵
与被
目
」
謹
慎
蟄
居
と
い
う
辛
酸
を
経
験
、
寛
永
十
二
年
1635七
月
注
、
初
代
藩
主
定
行
が
伊
予
松
山
十
五
万
石
に
入
封
し
て
以
来
十
五
代
二
百
三
十
六
年
に
及
ぶ
久
松
松
平
家
の
藩
政
、
最
後
の
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藩
主
定
昭
侯
、
「
川
の
瓦
解
」
に
殉
じ
た
と
も
譬
う
べ
き
、
激
動
の
波
に
翻
弄
さ
れ
た
思
え
ば
短
か
い
生
涯
と
い
え
よ
う
。
時
に
子
規
六
歳
、
父
常
尚
隠
居
注
に
よ
り
正
岡
家
第
八
代
当
主
、
三
月
七
日
父
急
死
、
享
年
四
十
歳
、
死
因
は
脂
肪
変
化
と
も
脳
充
血
注
と
も
、
孰
れ
に
し
ろ
些
か
若
死
の
感
否
め
ぬ
も
の
あ
り
。
「
父
の
な
ん
た
る
死
の
何
た
る
を
知
ら
ぬ
」「
余
が
当
時
の
所
行
、
げ
に
あ
さ
ま
し
か
り
き
と
思
は
ぬ
は
な
き
程
也
」
と
述
べ
る
父
の
面
影
、
『
筆
ま
か
せ
』
第
一
編
明
治
二
十
二
年
の
条
中
「
父 注
」
か
ら
引
く
（
傍
点
引
用
者
）。
我
父
に
て
お
は
せ
し
人
は
佐
伯
氏
よ
り
来
て
孫
嫡
子
と
な
り
て
曾
祖
父
の
あ
と
を
継
ぎ
給
ひ
し
が
、
明
治
五
年
即
ち
余
が
六
歳
の
時
、
四
十
歳
を
一
期
と
し
て
空
し
く
な
り
給
ひ
し
か
ば
、
余
は
少
し
も
そ
の
性
質
挙
動
を
知
ら
ず
。
只
そ
の
大
酒
家
な
り
し
こ
と
は
誰
も
い
ふ
処
に
て
、
毎
日

一
升
位
の
酒
を
傾
け
給
ひ
、
そ
れ
が
為
に
身
体
の
衰
弱
を
来
し
、
終
に
世
を
早
う
し
給
へ
り
。
某
の
話
に
死
後
暫
時
に
し
て
皮
膚
尽
く
黒
色
を
呈
せ
し
か
と
か
い
へ
ば
脂
肪
変
化
に
は
あ
ら
ざ
り
し
か
と
疑
は
る
（
略
）
父
は
武 、
術 、
に 、
も 、
た 、
け 、
給 、
は 、
ず 、
。
さ
り
と
て
学 、
問 、
と 、
て 、
も 、
し 、
給 、
は 、
ざ 、
り 、
し 、
如 、
く 、
見 、
ゆ 、
。
余
が
家
に
天
元
の
書
、
一
部
と
竹
を
黒
白
に
染
め
わ
け
た
る
算
木
、
百
本
許
り
残
り
ゐ
し
が
、
こ
は
花
火
と
か
何
と
か
の
た
め
に
少
し
学
ば
れ
た
り
と
か
聞
き
た
り
。
父
は
高 、
慢 、
に 、
し 、
て 、
強 、
情 、
に 、
、
し 、
か 、
も 、
意 、
地 、
わ 、
る 、
き 、
か 、
た 、
な 、
り 、
し 、
と
、
そ
の
み
ま
か
り
給
ふ
前
に
も
非
常
の
発
達
の
為
に
苦
し
ま
れ
し
が
、
便
所
に
行
か
ん
と
い
ひ
給
へ
り
。
医
者
も
「
動
き
給
ふ
宜
し
か
ら
ず
、
そ
こ
に
て
取
り
給
へ
」
と
す
ゝ
む
る
に
聴
き
給
は
ず
。
終
に
母
に
よ
り
か
ゝ
り
給
ひ
て
便
処 （マ
マ
）へ
行
き
給
ひ
し
と
（
略
）
こ
う
し
た
父
の
面
影
、
後
天
的
に
培
わ
れ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
折
に
触
れ
類
縁
の
者
た
ち
が
語
っ
た
そ
の
人
と
な
り
が
紡
ぎ
出
し
た
父
親
像
で
あ
ろ
う
。
が
、
一
方
で
、
さ
ん
は
名
を
隼
太
と
言
は
れ
、
劍 、

、
で 、
入 、
身 、
と 、
い 、
ふ 、
こ 、
と 、
に 、
長 、
じ 、
て 、
居 、
ら 、
れ 、
た 、
と
い
ふ
こ
と
を
聞
い
た
事
も
あ
っ
た
が
、
正 、
直 、
な 、
良 、
い 、
人 、
と
い
ふ

	の
み
で
、
餘
り
赫
々
た
る
名
の
あ
る
方
で
な
か
っ
た
が
、
酒
呑
と
い
ふ
こ
と
で
は


の

	
で
（
略
）
と
語
る
池
内
如
翠
（
信
嘉
）
の
印
象
注
が
注
目
さ
れ
る
。
「
大
酒
家
注
」「
酒
呑
み
と
い
ふ
こ
と
で
は


の

	
」
と
す
る
点
で
共
通
す
る
も
の
の
、
子
規
の
「
武
術
に
も
た
け
給
は
ず
」「
高
慢
に
し
て
強
情
」「
意
地
わ
る
き
か
た
な
り
」
と
、
信
嘉
が
い
う
「
劍
で
入
身
と
い
ふ
こ
と
に
長
じ
て
居
ら
れ
た
」
「
正
直
な
良
い
人
」
、
同
じ
常
尚
の
印
象
で
あ
り
な
が
ら
丸
で
正
反
対
で
あ
る
。
特
に
子
規
の
そ
れ
は
恰
も
自
画
像
と
断
じ
て
も
過
言
で
な
き
ほ
ど
に
相
似
を
な
そ
う
。
聊
か
「
大
酒
家
」
と
い
う
難
あ
れ
ど
、
ま
た
「
餘
り
赫
々
た
る
名
の
あ
る
方
で
な
か
っ
た
」
と
世
間
を
し
て
い
わ
し
め
た
に
し
ろ
、
極
く
平
凡
な
士
族
（
一
市
井
人
）
で
あ
っ
た
（
と
思
わ
し
め
る
）
常
尚
が
僅
か
六
歳
の
幼
児
に
家
督
を
譲
り
隠
居
し
た
心
中
、
傍
か
ら
あ
れ
こ
れ
忖
度
す
る
の
は
難
し
い
が
、
御
一
新
の
折
に
朝
敵
と
な
り
し
親
藩
士
族
が
等
し
く
味
わ
っ
た
で
あ
ろ
う
、
時
代
に
翻
弄
さ
れ
取
り
残
さ
れ
る
鬱
々
た
る
思
い
を
、
「
毎
日

一
升
位
の
酒
」
に
紛
ら
せ
、
為
に
生
命
い
の
ち
を
縮
め
た
と
解
す
る
の
は
陳
腐
な
一
般
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
妥
当
な
線
か
。
が
、
更
に
今
少
し
贅
言
を
続
け
る
。
常
尚
七
歳
常
武
（
子
規
曾
祖
父
）
の
孫
養
子
、
養
父
の
死
（
嘉
永
三
年
1850）
に
よ
り
―39―
十
八
歳
で
家
督
相
続
大
小
姓
入
り
。
以
下
、
略
年
譜
的
に
る
（
後
出
、
宝
来
研
究
ノ
ー
ト
に
依
る
が
一
部
稿
者
補
記
）。
二
十
五
歳
（
安
政
四
年
1857）
長
男
数
馬
誕
生
（
妻
は
倉
根
半
蔵
娘
注
、
十
八
歳
）
二
十
七
歳
（
同
六
年
1859）
妻
死
亡
、
享
年
二
十
歳
三
十
歳
（
文
久
二
年
1862）
数
馬
死
亡
、
享
年
五
歳
三
十
三
歳
（
慶
応
元
年
1865）
後
妻
八
重
（
大
原
観
山
長
女
）
を
娶
る
三
十
五
歳
（
同
三
年
1867）
次
男
子
規
誕
生
三
十
七
歳
（
明
治
二
年
1869）
家
焼
失
注

三
十
八
歳
（
同
三
年
1870）
長
女
律
誕
生
四
十
歳
（
同
五
年
1872）
一
月
隠
居
、
三
月
病
没
先
き
に
「
極
く
平
凡
な
士
族
云
々
」
と
述
べ
た
が
、
「
正
岡
家
系
」
（
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
所
蔵
）
を
整
理
要
約
し
た
同
館
学
芸
員
（
当
時
）
宝
来
淑
子
は
研
究
ノ
ー
ト
「「
正
岡
家
系
」
の
新
事
実
注
」
の
中
で
、
（
略
）
常
尚
が
跡
目
相
続
し
た
嘉
永
三
年
は
、
尊
王
派
倒
幕
派
入
り
乱
れ
て
騒
然
と
す
る
中
、
松
山
藩
で
も
海
上
防
衛
上
三
津
浜
の
警
固
を
強
化
す
る
。
常
尚
の
任
も
、
江
戸
詰
め
（
マ
マ
）あ
る
い
は
三
津
浜
警
備
を
く
り
か
え
し
、
妻
（
倉
根
氏
）
亡
き
後
長
男
数
馬
を
倉
根
氏
に
預
け
て
江
戸
詰
の
間
に
、
長
男
も
ま
た
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
る
が
、
往
時
の
松
山
潘
が
置
か
れ
た
政
治
情
況
（
既
述
）
を
勘
案
す
る
に
、
藩
士
常
尚
の
境
遇
が
格
別
で
あ
っ
た
と
も
い
え
ず
、
そ
の
意
味
か
ら
し
て
も
普
通
で
あ
ろ
う
。む
し
ろ
注
目
し
た
い
の
は
彼
の
家
庭
の
在
り
方
で
あ
る
。
慌
し
く
江
戸
松
山
勤
番
を
繰
り
返
す
間
に
見
ま
わ
れ
た
妻
子
の
相
継
ぐ
不
幸
と
、
松
山
藩
追
討
令
に
際
し
抗
戦
論
に
組
し
た
藩
儒
大
原
観
山
（
武
右
衛
門
）
の
長
女
八
重
を
後
添
と
な
す
も
「
餘
り
名
聲
の
高
く
な
い
正
岡
へ
嫁
せ
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
時
々
人
の
に
も
上
る
釣
り
合
は
ぬ
と
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
注
	」
と
の
世
評
、
そ
の
上
「
養
母
と
い
ふ
が

酒
好
と
來
て
居
る
の
で
、
酒
の
爲
め
に
家
政
も
苦
し
く
、
お
八
重
さ
ん
は
よ
い
支
で
お
出
で
た
の
ぢ
や
け
れ
ど
、
お
婆
さ
ん
と
隼
さ
ん
と
が
呑
ん
で
お
し
ま
ひ
た
の
で
氣
の
毒
ぢ
や
」
。
斯
る
、
常
尚
自
身
に
と
り
余
り
芳
し
か
ら
ざ
る
世
間
な
れ
ど
、
御
馬
廻
廃
止
に
よ
る
別
組
織
千
城
隊
に
配
属
、
知
行
百
石
取
と
な
る
が
そ
の
最
中
養
母
共
々
飲
酒
熟
睡
の
果
の
失
火
、
家
屋
丸
焼
け
（
明
治
二
年
十
二
月
五
日
夜
注
）
と
い
う
不
祥
事
を
引
き
起
す
。
責
任
負
い
「
遠
慮
」
を
願
い
出
る
が
「
不
及
其
儀
候
」
と
の
沙
汰
。
私
事
に
よ
る
心
の
屈
託
を
抱
え
る
一
方
、
版
籍
奉
還
（
明
2

2

8上
表
、
同
年
6

18認
可
）
に
端
を
発
し
た
藩
制
改
革
は
矢
継
ぎ
早
や
に
実
施
さ
れ
、
旧
制
度
下
家
臣
団
の
解
体
、
秩
禄
官
級
に
ま
で
及
ぶ
（
明
3
閏
10

16）
中
、
変
化
に
適
応
出
来
ぬ
ま
ま
、
俗
な
物
言
い
な
が
ら
酒
に
逃
げ
る
よ
り
他
に
術
知
ら
ぬ
父
常
尚
の
生
涯
注
と
い
え
よ
う
。後
妻
と
し
て
嫁
す
こ
と
五
年
、
一
男
一
女
を
得
た
も
の
の
二
十
八
を
以
て
寡
婦
と
な
り
昭
和
二
年
五
月
十
二
日
八
十
三
歳
を
一
期
と
し
た
八
重
、
「
妹
さ
ん
二
人
は
、
何
れ
も
別
嬪
で
、
共
に
當
時
日
の
出
の
若
の
へ
嫁
せ
ら
れ
た
が
注
」、
十
四
石
三
人
扶
持
、
「
餘
り
名
聲
の
高
く
な
い
正
岡
へ
嫁
」
し
た
事
情
知
る
べ
く
も
な
い
が
、「
凶

注
」
子
規
の
看
護
と
彼
の
思
い
出
に
半
生
を
尽
し
た
無
償
な
る
母
性
、
慈
愛
を
考
え
る
時
、
改
め
て
終
生
士
族
意
識
を
捨
て
ざ
り
し
子
規
に
与
え
た
影
響
、
た
と
え
ば
外
祖
父
観
山
か
ら
受
け
た
敗
れ
ざ
る
者
士
族
と
し
て
の
反
骨
と
漢
文
の
素
読
に
よ
り
育
ま
れ
し
儒
学
的
精
神
と
儒
者
の
父
観
山
の
長
女
た
る
母
八
重
に
み
る
「
武
士
の
妻
と
し
て
の
松
山
士
族
と
し
て
の
」
矜
持
あ
る
生
き
方
が
、
子
規
の
背
柱
バ
ツ
ク
ボ
ー
ンで
あ
り
得
た
確
た
る
事
実
に
気
付
―40―
く
。し
か
し
、
士
族
意
識
と
故
郷
意
識
は
別
物
、
僅
か
に
『
散
策
集
』
あ
る
の
み
。
彼
の
松
山
と
の
り
は
朋
友
と
の
書
簡
が
主
、
あ
と
は
「
海
南
新
聞
」
へ
の
俳
句
寄
稿
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
十
七
歳
で
上
京
、
学
生
の
時
は
夏
期
休
暇
中
に
帰
省
す
る
こ
と
度
々
な
れ
ど
日
本
新
聞
社
入
社
、
八
重
律
の
東
京
移
転
以
後
で
は
大
患
養
生
を
兼
ね
た
五
十
余
日
の
帰
松
が
最
後
。
故
郷
松
山
に
お
け
る
来
し
方
の
自
身
を
語
る
こ
と
あ
れ
ど
松
山
を
語
る
注
こ
と
な
き
子
規
と
違
い
、
同
じ
松
山
士
族
の
血
を
継
ぎ
子
規
の
衣
鉢
を
受
け
た
虚
子
は
様
々
に
維
新
の
変
革
を
物
語
る
。
そ
こ
に
綴
ら
れ
た
物
語
は
旧
伊
予
松
山
藩
士
族
が
嘗
め
た
「
川
の
瓦
解
」
と
連
動
し
た
辛
酸
に
他
な
ら
ず
、
同
時
に
「
川
の
瓦
解
」
が
招
来
せ
し
旧 、
体 、
制 、
の
「
瓦
解
」
が
齎
し
た
士
族
身
分
の
者
が
等
し
く
体
験
し
た
混
乱
と
困
惑
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
店
の
あ
る
百
姓
家
注
」
の
記
述
、
（
略
）
川
家
の
親
藩
で
あ
つ
て
王
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
の
爲
め
に
長
土
二
藩
の
圍
攻
を
う
け
て
忽
ち
降
	す
る
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
松
山
藩
士
の
元
氣
を
挫
い
た
こ
と
が
一

り
で
な
か
つ
た
。
殊
に
女
子
に
至
つ
て
は
天
下
の
事
を
明
か
に
し
て
居
る
わ
け
で
な
く
、
只
何
と
も
し
れ
ぬ
大
な
力
の
壓
を
感
じ
て
、

と
し
て
乘
り
ん
だ
長
の
官
等
を
理
由
も
な
い
畏
怖
の
眼
を
以
て
見
た
。
ひ
と
り
官
ば
か
り
で
な
く
何
物
に
對
し
て
も
自
我
を
主
張
し
自
己
の
權
利
を
主
張
す
る
と
い
ふ
や
う
な
氣
が
や
ゝ
も
す
る
と
け
や
う
と
し
た
（
略
）
（
略
）
そ
れ
が
間
も
な
く
廢
藩
置
縣
と
な
つ
て
長
の
利
が
馬
に
跨
り
を
聳
か
し
明
治
政
府
の
官
と
し
て
松
山
市
中
を
行
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
、
は
こ
れ
を
界
と
し
て
世
間
に
を
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
（
略
）
當
時
の
現
を
見
る
に
び
な
か
つ
た
點
も
あ
つ
た
ら
う
（
略
）
生
計
が
豐
か
で
な
か
つ
た
松
山
の
士
族
は
此
養
事
業
の
勃
興
で
各

新
し
い
生
計
の
を
見
出
さ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
が
、
然
し
そ
れ
は
豫
期
に
反
し
た
又
、
「
死
に
え
た
家
注
 」
に
お
い
て
も
松
山
藩
の
往
時
が
も
う
少
し
具
体
的
に
物
語
ら
れ
、
謂
う
と
こ
ろ
の
勝
て
ば
官
軍
負
け
れ
ば
賊
軍
、
明
治
維
新
の
折
に
生
ま
れ
た
言
葉
そ
の
ま
ま
の
現
実
で
あ
る
。
重
複
す
る
部
分
あ
る
が
引
い
て
み
る
。
「
余
が
十
!
"
後
の
數
年
間
に
亙
る
物
語
で
あ
る
」
と
虚
子
が
述
べ
る
時
代
背
景
、
七
歳
年
長
の
子
規
、
そ
の
上
京
前
の
数
年
間
、
松
山
中
学
校
時
代
に
重
な
る
。
河
東
靜
溪
か
ら
漢
詩
を
学
び
、
詩
会
、
詩
作
に
熱
中
、
政
治
、
演
説
に
ま
た
熱
中
し
た
時
で
も
あ
り
同
時
に
子
規
が
そ
の
身
で
体
験
し
た
現
実
で
も
あ
っ
た
。
春
秋
二
季
の
此
の
#能
は
舊
藩
士
や
其
家
族
の
爲
め
に
樂
し
い
年
中
行
事
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
其
頃
も
う
縣
廳
や
裁
$
%や
兵
營
―
其
等
の
&物
は
皆
も
と
の
三
の
丸
や
家
老
屋
敷
の
あ
と
に
あ
つ
た
―
な
ど
に
は
他
'人
が
續
々
と
入
ん
で
來
て
ゐ
た
。
市
中
の
大
き
な
邸
宅
は
大
(知
事
、
書
記
官
、
旅
團
長
、
裁
$
%長
な
ど
が
占
領
し
て
、
も
と
其
家
の
持
主
で
あ
つ
た
主
な
舊
藩
士
は
大
(小
さ
い
家
に
引
移
つ
て
ゐ
た
。
春
秋
二
季
の
其
の
#能
の
時
に
は
其
小
さ
い
家
か
ら
、
古
風
な
晴
着
を
着
た
家
族
)が
蒔
繪
の
立
*な
重
箱
に
握
飯
や
鮓
位
を
詰
め
て
、
中
に
は
瓢
+を
提
げ
て
、
其
の
能
見
物
に
出
掛
け
る
の
で
あ
つ
た
（
略
）
其
時
分
の
知
事
や
旅
團
長
の
威
勢
は
た
い
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
殊
に
維
新
當
時
の
藩
論
は
佐
幕
に
傾
い
て
土
州
、
長
州
等
の
兵
,の
圍
を
受
け
た
―41―
苦
い
經
驗
が
あ
る
の
で
舊
藩
士
が
藩
閥
出
身
の
大
官
の
に
頭
の
上
ら
な
か
つ
た
の
は
理
あ
る
こ
と
で
あ
つ
た
。
若
し
彼
等
が
職
業
を
求
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
極
め
て
を
低
く
し
て
彼
等
の
門
戸
に
出
入
し
、
さ
う
し
て
極
め
て
卑
賤
な
小
に
登
用
さ
れ
る
の
を
無
上
の
光
榮
と
心
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
其
處
で
藩
士
の
多
く
は
俄
に
百
姓
に
な
ら
う
と
し
た
り
商
賣
人
に
な
ら
う
と
し
た
り
し
た
が
其
等
は
ね
失
敗
し
た
。
城
の
北
手
に
在
る
士
族
邸
な
ど
は
殆
ど
軒
を
ね
て
取
り
壞
た
れ
、
其
あ
と
は
畑
に
な
つ
た
り
竹
藪
に
な
つ
た
り
し
た
。
大
き
な
門
と
土
と
だ
け
が
殘
つ
て
ゐ
て
、
其
中
に

の
	が

い
た
り
竹
の
子
が
び
て
ゐ
た
り
し
て
ゐ
た
光
景
は
子
供
心
に
も
不
思
議
に
眺
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
つ
た
。
…
…
さ
う
い
ふ
や
う
な
時
に
當
つ
て
其
等
の
藩
士
が
舊
藩
主
の
先
を
祭
つ
た

の
に
能
樂
を
催
ほ
し
、
家
族
が
其
を
見
に
行
く
と
い
ふ
こ
と
は
、
流
れ
ん
で
來
た
他

人
の
勢
力
を
無
し
、
自
分
等
に
行
し
て
生
れ
て
來
た
新
し
い
會
と

交
渉
で
あ
る
と
い
ふ
事
だ
け
で
も
彼
等
に
取
つ
て
は
非
常
に
樂
し
い
數
日
で
あ
つ
た
に
相
無
い
（
略
）
誠
に
、
藩
破
れ
し
士
族
の
苦
難
の
季
節
、
「
取
り
壞
た
れ
」
荒
れ
果
て
て
ゆ
く
城
下
の
姿
を
面
の
当
り
に
見
ず
し
て
死
に
行
き
し
常
尚
、
膝
を
屈
し
て
小
吏
た
る
屈
辱
を
味
合
わ
ず
に
済
み
し
分
幸
福
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
反
面
、
政
治
へ
の
志
を
文
事
の
改
革
へ
と
転
向
し
た
子
規
へ
の
影
響
を
考
え
ず
に
は
居
ら
れ
ぬ
。
孰
れ
に
し
て
も
ひ
と
つ
の
時
代
の
終
焉
、「
川
の
瓦
解
」
は
用
無
用
を
問
わ
ず
、「
家
族
」
を
始
め
と
し
多
く
の
も 、
の 、
を
「
ち
り

゛
に
」
さ
せ
て
ゆ
く
。
注
1
拙
稿
「
子
規
連
句
私
解
其
十
一
」
（
「
学
苑
」
767号
平
16

9
）、
29～
31頁
の
注
3～
9参
照
2
慶
応
四
年
一
月
十
八
日
、
十
九
日
両
日
に
渡
り
大
小
姓
格
以
上
の
藩
士
に
示
さ
れ
た
勝
成
定
昭
両
殿
の
「
御
意
」
に
、
「
臣
定
昭
家
筋
之
儀
者
徳
川
家
親
属
之
儀
ニ
付
、
是
迄
慶
喜
与
進
退
ヲ
倶
ニ
致
候
段
、
忠
を
所
事
ニ
尽
し
候
而
己
」
と
い
う
報
恩
尽
忠
の
義
を
専
ら
と
な
し
た
結
果
ゆ
え
の
汚
名
の
無
念
が
滲
み
出
る
。
「
御
意
」
通
達
は
次
の
と
お
り
（「
信
夫
私
記
補
注
」
に
よ
る
）、
今
朝
松
下
小
源
太
山
本
新
三
郎
従
京
都
帰
着
之処
、
徳
川
氏
朝
敵
与有
之
、
朝


御
追
討
被
仰
出
、
就
而
者
我
等
も
同
様
与
有
之
、
問
罪
之
師
被
差
向
候
御
達
被
相
成
候
旨
、
尤
我
等
儀
朝
敵
与相
成
候
筋
合
聊
覚
無
之
、
心
外
之至
ニ候
、
速
ニ登
京
、
徳
川
氏
始
朝
敵
与相
成
候
儀
、
申
開
も致
度
候
得
共
、
京
都
御
幼
帝
ヲ
州
奸
臣
等
奉
抱
、
迚
も
趣
意
貫
通
者
不
致
儀
与
存
候
間
、
討
手
之
人
数
当
地
江
到
着
候
ハ
ヽ
右
筋
合
、
飽
迄
応
接
致
候
含
ニ候
得
共
、
万
一
彼
不
取
用
妄
動
之儀
致
懸
候
ハ
ヽ
無
拠
決
心
い
た
し
防
戦
之
外
無
之
、
乍
併
一
同
趣
意
相
違
、
同
意
無
之
面
々
者
、
何
国
江
立
去
候
共
、
聊
恨
与
者
不
存
、
乍
去
二
百
年
来
主
従
与
相
成
、
右
之
趣
意
承
引
致
、
当
城
を
枕
と
し
刃
に血
塗
先
途
を見
届
死
生
を倶
に致
呉
候
ハ
ヽ
、
無
此
上
満
足
ニ存
候
と
の御
意
有
之
。
但
、
大
殿
様
ニ
も右
御
同
様
御
決
心
被
遊
候
旨
御
意
候
事
「
朝
敵
与
相
成
候
筋
合
聊
覚
無
之
」
「
心
外
之
至
」
「
州
奸
臣
」
「
防
戦
之
外
無
之
」
「
城
を
枕
と
し
刃
に
血
塗
」
「
死
生
を
倶
に
」
「
無
此
上
満
足
」
等
々
の
文
言
の
端
端
に
血
気
に
逸
る
若
さ
（
定
昭
二
十
一
歳
）
と
一
藩
存
亡
の
危
機
に
瀕
し
た
高
揚
が
あ
る
。
又
、
趣
意
に
不
賛
同
の
者
に
対
し
「
聊
恨
与
者不
存
」
と
述
べ
る
の
も
挙
藩
一
致
し
事
に
当
ら
ん
と
す
る
意
識
が
窺
わ
れ
よ
う
。
但
し
今
日
の
眼
か
ら
見
る
時
、
ど
こ
か
芝
居
狂
言
（
例
え
ば
『
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
』
で
は
な
く
談
『
忠
臣
蔵
』
の
城
明
け
渡
し
の
件 く
だ
り
な
ど
）
じ
み
た
印
象
否
め
ぬ
が
。
右
「
御
意
」
の
後
に
補
足
的
な
事
項
の
記
述
が
あ
り
（
筆
者
は
本
私
記
の
記
述
者
池
内
信
夫
即
ち
虚
子
の
父
か
）、
そ
れ
に
依
れ
ば
藩
士
の
反
応
及
び
結
論
は
、
御
意
之
趣
一
同
奉
畏
夫
諸
士
一
同
大
ニ
立
出
候
処
寛
猛
両
説
々
有
之
、
然
処
到
―42―
王
師
御
防
戦
与
極
ル
筋
毛
頭
無
之
間
飽
迄
御
恭
順
之
思
召
御
至
当
之
旨
申
上
ニ
相
成
即
ち
、
抗
戦
論
恭
順
両
論
出
で
し
も
「
王
師
（
朝
廷
）」
の
軍
に
抗
せ
ず
恭
順
と
の
方
向
で
諸
士
意
見
収
束
、
結
論
具
申
、
そ
れ
を
受
け
改
め
て
同
二
十
日
各
々
の
役
向
頭
か
ら
諸
士
に
藩
主
定
昭
の
意
向
が
示
さ
れ
、
併
せ
て
昭
定
の
歎
願
書
も
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
宇
内
之形
勢
御
熟
考
之上
御
改
心
被
遊
、
先
御
恭
順
之方
ニ御
国
論
相
居
御
決
議
被
遊
候
付
、
一
統
可
奉
拝
承
旨
、
水
野
主
殿
殿
被
申
聞
候
旨
、
御
歎
願
書
左
之通
臣
定
昭
伏
而
奉
歎
願
候
、
今
般
従
朝
徳
川
慶
喜
を
始
、
臣
定
昭
等
ニ
至
迄
、
朝
敵
与被
目
、
御
追
討
被
仰
出
候
趣
伝
承
仕
、
驚
愕
恐
縮
不
絶
悲
歎
之至
候
、
元
来
慶
喜
儀
者宇
内
之形
勢
を祠
察
し政
権
を
奉
還
候
故
、
大
政
御
一
新
ニ相
成
候
処
、
下
輩
之
者
共
右
深
意
ヲ
取
惑
候
族
も
有
之
、
就
而
者
万
一
闕
下
騒
擾
引
起
候
而
も
恐
入
儀
ニ
付
、
為
鎮
撫
一
先
下
坂
罷
在
、
其
後
当
正
月
始
ニ至
リ上
洛
之催
有
之
、
先
用
之人
数
差
遣
候
処
、
如
何
ナ
ル
行
違
ニ候
哉
、
伏
見
鳥
羽
御
固
人
数
与及
戦
争
候
付
従
朝
、
慶
喜
を
朝
敵
与被
目
、
仁
和
寺
宮
将
軍
ト
シ
テ下
坂
被
致
候
趣
ニ付
、
早
速
大
坂
城
相
開
、
東
帰
相
成
候
儀
与奉
存
候
、
既
ニ十
余
世
御
預
之政
権
を
奉
還
、
将
軍
職
モ相
辞
し候
、
又
々
此
度
大
坂
開
城
之所
置
振
ニ
而
も朝
江恭
順
之儀
者、
青
天
白
日
天
下
之共
ニ所
知
ニ
御
坐
候
、
臣
定
昭
家
筋
之
儀
者
徳
川
家
親
属
之
儀
ニ
付
、
是
迄
慶
喜
与
進
退
ヲ
倶
ニ
致
候
段
、
忠
を
所
事
ニ
尽
し
候
而
己
、
補
翼
之
所
不
至
御
譴
責
被
為
在
候
ニ
於
而
者
幾
重
ニ
も
奉
恐
入
候
得
共
、
奉
対
朝
一
毫
之異
心
無
之
儀
者天
地
鬼
神
所
照
覧
御
座
候
、
右
等
情
実
貫
通
不
在
候
朝
敵
与
被
目
候
儀
ニ
可
有
御
座
哉
与
奉
存
候
処
、
当
今
朝
政
清
明
万
機
御
一
新
之
折
柄
、
右
慶
喜
始
定
昭
等
無
他
之
心
腸
、
御
洞
察
被
成
下
、
朝
敵
之
目
御
取
消
相
成
、
従
前
之
通
入
洛
被
差
免
、
皇
国
之
御
為
天
下
与
共
ニ
尽
力
仕
候
様
被
成
下
度
、
此
段
偏
ニ奉
懇
願
候
、
誠
恐
誠
惶
泣
血
百
拝
正
月
廿
日
松
平
定
昭
十
八
（
十
九
）
日
の
「
御
意
」
に
み
る
憤
怒
の
情
の
拙
さ
に
比
べ
右
「
御
歎
願
書
」
は
整
然
と
し
た
然
る
べ
き
文
章
、
慶
喜
大
政
奉
還
、
将
軍
職
返
上
、
大
坂
開
城
東
帰
も
須
く
朝
廷
に
対
し
恭
順
の
意
志
よ
り
出
し
こ
と
、
鳥
羽
伏
見
の
戦
争
も
「
行
違
」
に
よ
る
偶
発
的
な
も
の
な
り
し
こ
と
等
々
を
冷
静
沈
着
に
、
臆
せ
ず
陳
述
し
て
い
よ
う
。「
偏
ニ奉
懇
願
候
、
誠
恐
誠
惶
泣
血
百
拝
」
と
結
ぶ
が
決
し
て
卑
屈
で
は
な
い
。
「
徳
川
家
親
属
之
儀
」
「
忠
を
所
事
ニ
尽
し
候
而
己
」
、
私
欲
あ
っ
て
の
行
動
な
ら
ざ
り
し
ゆ
え
の
自
負
か
。
次
な
る
家
臣
一
党
に
よ
る
歎
願
書
も
同
然
。
主
人
伊
予
守
儀
、
先
達
而
登
京
仕
候
以
来
皇
国
之
御
大
事
朝
夕
万
変
之
御
時
節
、
若
年
之
身
ニ
乍
不
及
徳
川
家
ニ
付
従
、
精
々
尽
力
仕
候
処
、
今
日
之
形
勢
ニ
立
至
、
終
ニ
者
徳
川
家
朝
敵
之名
を相
蒙
、
主
人
等
迄
御
追
討
之御
沙
汰
御
座
候
哉
ニ伝
聞
仕
、
悲
歎
泣
血
之
至
ニ
不
奉
堪
儀
ニ
御
座
候
、
若
年
之
主
人
補
翼
之
所
不
至
者
於
士
民
も
一
同
奉
恐
入
候
得
共
、
皇
国
之御
為
与存
込
、
愚
意
之所
及
者相
尽
候
段
、
何
分
ニ
も聞
食
被
為
分
、
格
別
之
御
慈
憐
を
以
、
御
追
討
御
免
被
成
下
候
様
仕
度
、
伏
而
奉
歎
願
候
、
泣
血
百
拝
頓
首
謹
言
、
慶
応
四
辰
年
正
月
廿
日
伊
予
松
山
士
民
共
補
注
『
松
山
市
史
料
集
』
第
三
巻
近
世
論
2（
同
史
料
集
編
集
委
員
会
編
、
松
山
市
役
所
発
行
、
昭
61

4

1）
所
収
、
1141～
1154頁
。
筆
録
者
池
内
信
夫
は
高
浜
虚
子
の
父
。
「
は
劍
と
水
泳
の
二
技
に
熟
し
て
ゐ
た
。
武
士
を
も
つ
て
家
を
興
す
と
い
ふ
こ
と
が
武
士
と
し
て
の
本
來
の
面
目
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
は
男
子
と
し
て
踏
む
べ
き
正
し
い
を
踏
み
來
つ
た
の
で
あ
つ
た
」
「
は
私
な
ど
ゝ
は
異
つ
て
劍
槍
で
鍛
へ
た
頑
な
體
格
を
持
つ
て
ゐ
た
」
「
は
武
の
ほ
か
に
御
家
流
の
	
字
に
堪
能
で
あ
つ
て
其
爲
に
長
く

筆
を
め
て
ゐ
た
。
能
樂
に
趣
味
を
も
つ
て
御
殿
に
能
の
催
し
な
ど
あ
る
時
は
地
謠
と
し
て
召
し
出
さ
れ
た
」
「
は
貨
殖
の
こ
と
に
は
く
門
外
で
あ
つ
た
」
「
は
元
來
江
戸
の
藩
邸
で
生
れ
た
の
で
（
略
）
は
何
彼
に
つ
け
て
江
戸
を
懷
し
て
ゐ
た
」
等
々
「
店
の
あ
る
百
姓
家
」
―43―
の
中
で
描
出
す
る
（『
定
本
高
濱
子
全
集
』
第
七
卷

毎
日
新
聞
社
刊
、
昭
50

1

5

75～
84頁
）。
3
『
國
史
大
辭
典
』
10、
当
該
項
目
（
毛
利
敏
彦
執
筆
）
193頁
参
照
就
中
「
朕
為
二
民
之
父
母
一
是
賊
而
不
レ
討
、
何
以
上
謝
二
先
帝
之
霊
一 、
下
報
二
万
民
之
深
讐
一
哉
、
諒
闇
而
不
レ
顧
者
、
万
不
レ
可
已
也
、
汝
宜
下
体
二
朕
之
心
一
殄
二
戮
賊
臣
慶
喜
一 、
以
速
奏
中
回
天
之
偉
勲
上
」
（
返
り
点
引
用
者
）
と
認
め
ら
れ
た
「
朕
之
心
」
即
ち
「
賊
臣
慶
喜
ヲ殄
戮
ス
ベ
シ」
は
勤
皇
志
士
た
ち
の
心
を
鼓
舞
す
る
に
相
応
し
い
檄
で
あ
る
。
尚
、
本
密
勅
、
今
日
で
は
正
式
の
も
の
と
認
め
難
い
、
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
4
『
全
集
』
第
二
十
二
卷
所
収
資
料
「
正
岡
家
戸
籍
」
（
725頁
）
参
照
5
『
松
山
市
史
料
集
』
第
二
巻
考
古
編
2古
代
中
世
編
近
世
編
1文
化
編
（
昭
62

4

1）
所
収
、
「
久
松
家
譜
上
下
」
「
松
山
御
家
譜
」
、
景
浦
直
孝
『
伊
豫
史
精
義
』
（
同
籍
刊
行
會
出
版
部
刊
、
大
13

12

13）
等
々
参
照
6
主
に
「
信
夫
私
記
」
（
注
2補
注
に
同
）、「
久
松
家
譜
下
」
（
注
5に
同
）、
景
浦
勉
編

監
修
『
幕
末
維
新
の
松
山
藩
』
（
え
ひ
め
ブ
ッ
ク
ス
、
平
1

3

31）、
徳
川
家
及
び
維
新
関
係
の
比
較
的
入
手
可
能
な
書
と
し
て
は
、『
國
史
大
辭
典
』、『
日
本
の
歴
史
』
19

20

21
別
巻
4
同
5（
中
央
公
論
社
刊
）、
松
浦
玲
『
徳
川
慶
喜
増
補
版
』
（
中
公
新
書
397、
・97

7

25）、
野
口
武
彦
『
幕
末
歩
兵
隊
』
（
中
公
新
書
1673、
・02

11

25）、
同
『
長
州
戦
争
』
（
同
1840、
・06

3

25）、
落
合
弘
樹
『
秩
禄
処
分
』
（
同
1511、
・99

12

20）、
井
上
勝
生
『
幕
末
維
新
』
（
岩
波
新
書
1042、
・06

11

21）、
司
馬
遼
太
郎
『
最
後
の
将
軍
―
徳
川
慶
喜
―
』
（
文
藝
春
秋
刊
、
昭
42

3

25）、
そ
の
他
適
宜
参
照
7
二
十
年
四
月
二
十
日
、
鹿
鳴
館
伊
藤
博
文
主
催
仮
装
舞
踏
会
に
お
け
る
山
縣
有
朋
の
仮
装
補
注
な
ど
そ
の
好
例
で
あ
る
。
補
注
「
黒
衣
の
胴
に
小

子
の
小
袴
を
着
け
黒
筒
袖
の
戎
衣
を
羽
織
り
韮
山
笠
を
面
深
に
冠
り
大
小
と
つ
て
十
	字
に
さ
す
ま
ゝ
に
呼
子
の
笛
つ
け
た
る
陣

を

に
し
て
ぞ
立
た
れ
た
る
ハ
天
晴
れ
二
十
年
の
長
か
な
其
印
に
竒
兵
萩
原
鹿
之
助
源
有
と
名
た
る
白
絹
の
短
册
ハ
其
昔
し
數
の
戰
塲
に
用
ひ
さ
せ
た
る
軍
と
て
殊
に
由
し
く
見
え
さ
せ
た
り
」 （
「
東
京
日
日
新
聞
」
明
20

4

23付
記
事
）。
詳
し
く
は
拙
稿
「
子
規
連
句
私
解
其
十
六
」「
同
其
十
七
」 （「
学
苑
」
779

780号
平
17

9、
10
）参
照
。
8
「
子
規
の
母
と
妹
」
（『
全
集
』
第
十
一
卷
、
月
報
1
昭
50

1
）
9
「
久
松
家
譜
上
」
（
以
下
「
家
譜
」
と
略
称
）、
勝
成
の
件
よ
り
、
同
年
七
月
十
九
日
松
平
大
膳
大
夫
（
毛
利
敬
親
引
用
者
注
）
家
来
兵
器
ヲ
帯
シ
入
京
ス
、
堺
町
中
立
売
乾
蛤
等
諸
門
ノ
衛
兵
伐
テ
之
ヲ
退
ク
、
勝
成
見
兵
ヲ
率
ヒ
テ
参
内
禁
闕
ヲ
護
シ
後
紙
屋
川
ニ
出
張
ス
、
同
二
十
一
日
洛
中
鎮
静
ス
因
テ
人
数
ヲ
紙
屋
川
ニ
留
メ
、
勝
成
ハ
寺
ノ
内
妙
寺
ニ
帰
寓
ス
、
和
久
屋
町
ノ
邸
兵
火
ニ
罹
ル
故
ナ
リ
同
二
十
二
日
召
ニ
依
テ
参
内
前
日
騒
擾
ノ時
速
ニ参
内
、
護
衛
ヲ勤
ム
ル
褒
賞
ノ勅
語
ヲ賜
フ、
同
日
紙
屋
川
ノ固
メ
ヲ免
セ
ラ
ル
（『
松
山
市
史
料
集
』
第
二
巻
以下
、『
史
料
』
第
二
と
略
称
所
収
、
947頁
）
10
「
家
譜
」
（
同
前
頁
）、
同
年
十
月
日
不
詳
長
防
追
討
ノ
惣
督
尾
張
大
納
言
慶
恕
ヨ
リ
、
勝
成
四
国
ヨ
リ
ノ
一
番
手
ナ
ル
ヲ以
テ、
来
月
十
一
日
敵
境
ヘ兵
ヲ進
ム
ヘ
キ
ノ令
ア
リ
、
11
「
家
譜
」
（
947～
948頁
）、
同
年
十
二
月
毛
利
大
膳
家
来
禁
闕
ニ
迫
リ
、
発
砲
セ
シ
重
臣
ノ
首
級
ヲ
斫
テ
罪
ヲ
謝
ス
、
因
テ同
二
十
七
日
惣
督
ヨ
リ解
兵
ノ令
ア
リ
12
こ
の
年
の
定
昭
の
動
向
は
慌
し
く
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
松
山
藩
が
置
か
れ
た
立
場
そ
の
も
の
で
あ
る
。「
家
譜
」
、
定
昭
の
件
（
949～
950頁
）
に
よ
れ
ば
、
二
月
五
日
松
山
ヲ発
シ、
同
二
十
二
日
京
都
ニ到
リ伝
奏
邸
ニ於
テ天
機
械
ヲ伺
フ、
同
二
十
四
日
将
軍
上
洛
ノ
事
ヲ
周
旋
ス
ヘ
キ
ノ
勅
命
ヲ
蒙
ル
、
同
二
十
六
日
京
都
ヲ
発
シ
三
月
十
三
日
江
戸
ニ
帰
ル
、
同
年
五
月
十
五
日
将
軍
自
ラ
長
防
征
伐
ト
シ
テ
進
発
ノ
時
随
従
ヲ
蒙
ル
、
同
月
四
日
昭
徳
公
（
家
茂
引
用
者
注
）
ニ
謁
見
ス
公
手
自
ラ
陣
羽
織
ヲ
贈
ラ
ル
、
同
年
閏
五
月
五
日
軍
ニ従
テ江
戸
ヲ発
ス、
同
年
六
月
二
十
三
日
禁
裡
御
所
ヨ
リ召
ニ依
テ
―44―
京
都
ニ到
リ参
内
ス、
伝
奏
野
々
宮
中
納
言
定
功
ヲ以
テ将
軍
上
洛
ノ
事
周
旋
ノ御
褒
詞
ア
リ
、
同
日
京
都
ヲ
発
シ
同
二
十
四
日
大
坂
ニ
到
リ
中
ノ
島
邸
ニ
居
ル
、
同
年
七
月
朔
日
和
泉
国
堺
町
ノ警
衛
ヲ蒙
ル、
同
年
九
月
十
三
日
将
軍
上
洛
ノ随
従
ヲ蒙
ル、
同
十
五
日
将
軍
ニ従
テ大
坂
ヲ発
シ同
十
六
日
京
都
ニ到
リ寺
町
西
林
寺
ニ寓
ス、
同
二
十
四
日
又
将
軍
ニ従
テ京
都
ヲ発
シ同
日
大
坂
ニ帰
ル、
十
月
二
日
再
将
軍
ニ従
テ大
坂
ヲ発
シ、
同
三
日
京
都
ニ
到
リ
又
西
林
寺
ニ
寓
ス
、
同
五
日
将
軍
滞
京
中
三
条
大
宮
ノ
警
衛
ヲ
蒙
ル
、
同
年
十
一
月
四
日
将
軍
ニ従
テ京
都
ヲ発
シ同
五
日
大
坂
ニ
帰
ル、
同
月
七
日
進
発
ノ随
従
ヲ免
セ
ラ
レ
、
養
父
勝
成
四
国
海
路
先
鋒
ノ
援
助
ヲ
蒙
リ
、
同
九
日
堺
町
ノ
警
衛
ヲ
免
セ
ラ
ル
、
同
十
二
日
大
坂
ヲ発
シ同
二
十
三
日
松
山
ニ到
ル
13
「
家
譜
」
、
勝
成
の
件
（
同
前
、
947～
948頁
）
よ
り
、
六
月
五
日
養
子
定
昭
ヲ
シ
テ
後
軍
ヲ
率
ヒ
テ
三
津
ニ
次
セ
シ
ム
、
勝
成
ハ
所
領
適
地
ニ
接
シ
領
内
ノ
処
分
多
事
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
松
山
ニ
留
守
シ
定
昭
ヲ
シ
テ
代
テ
軍
ヲ
総
轄
セ
シ
ム
ル
ナ
リ
、
同
月
総
督
ヨ
リ
敵
境
進
入
ノ
令
ア
リ
、
若
年
寄
京
極
主
膳
正
大
小
目
付
等
松
山
ニ
到
リ
大
林
寺
ニ
宿
陣
シ
惣
督
ノ
令
ヲ
伝
フ
、
同
十
一
日
前
軍
進
テ
周
防
国
大
島
郡
安
下
庄
ニ
入
ル
、
同
十
六
日
敵
源
命
峠
ニ在
リ前
軍
ノ先
隊
正
面
ヨ
リ山
路
ヲ進
ミ、
次
隊
ハ東
ニ廻
リ普
門
寺
坂
ヨ
リ登
リ
、
応
援
隊
ハ
西
ニ
廻
リ
笛
吹
峠
ヨ
リ
進
ミ
三
方
斉
シ
ク
山
上
ノ
敵
ヲ
攻
撃
ス
、
敵
嶮
ニ
倚
テ
拒
戦
シ
驟
ニ破
ル可
ラ
ス
、
佐
久
間
大
学
来
宮
伝
左
衛
門
佐
伯
弥
兵
衛
等
此
ニ死
ス、
其
他
死
傷
猶
多
シ
因
テ
兵
ヲ
収
ム
、
前
軍
退
テ
興
居
島
ニ
次
ス
、
此
日
幕
府
海
軍
厳
島
ニ
在
ル
者
島
郡
久
賀
ヨ
リ
シ
、
我
前
軍
安
下 大
庄
ヨ
リ
シ
テ
同
時
ニ
挟
撃
ノ
約
ア
リ
、
我
兵
約
ノ
如
ク
進
撃
ス
、
幕
府
ノ
海
軍
ハ
期
ヲ
過
テ
到
ラ
ス
、
翌
十
七
日
幕
軍
久
賀
ヲ
攻
撃
ス
勝
タ
ス
、
四
国
ノ
諸
兵
猶
豫
シ
テ
未
タ
進
マ
ス
、
幕
府
海
軍
モ
芸
州
口
ノ
味
方
ヲ
援
テ
四
国
ノ
海
路
ニ
向
ハ
ス
、
我
孤
軍
進
入
シ
難
キ
ニ
ヨ
リ
退
ヒ
テ
時
機
ヲ
待
ツ
、
（
略
）
他
に
前
出
景
浦
『
伊
豫
史
精
義
』
の
内
「
江
戸
時
代
第
十
七
章
幕
末
に
於
け
る
諸
藩
の
活
動
松
山
藩
」
（
762～
765頁
）、
野
口
武
彦
『
長
州
戦
争
』
第
四
章
「
第
二
次
征
長
」
の
内
大
島
口
の
戦
闘
（
162～
170頁
）
等
参
照
。
尚
「
家
譜
」
は
味
方
の
戦
さ
ぶ
り
や
死
者
の
名
、
藩
兵
の
勲
を
記
す
が
松
山
軍
の
戦
さ
後
の
暴
虐
行
為
補
注
に
触
れ
る
こ
と
せ
ず
。
そ
の
性
格
上
已
む
を
得
ぬ
か
。
補
注
松
井
利
彦
は
「
こ
の
行
動
が
松
山
藩
の
立
場
を
悪
く
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き
る
」
と
指
摘
（『
定
本
高
濱
虚
子
全
集
』
第
七
巻
毎日
新
聞
社
刊
の
解
説
、
426頁
）、
野
口
も
「
大
島
に
上
陸
し
た
松
山
兵
の
略
奪
暴
行
は
内
外
に
批
判
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
の
戦
争
に
お
け
る
幕
府
の
大
義
名
分
を
著
し
く
傷
つ
け
た
」
（
前
掲
『
長
州
戦
争
』
、
168頁
）
と
記
す
。
但
し
、
景
浦
の
『
史
精
義
』
が
「
士
民
を
憮
恤
し
、
兵
士
を
し
て
刧
掠
を
行
ふ
こ
と
な
か
ら
し
め
」
云
々
と
記
述
せ
る
は
（
前
掲
書
、
763頁
）
同
書
の
性
格
及
び
史
談
会
と
い
う
組
織
、
時
代
等
々
か
ら
判
断
し
て
無
理
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
ろ
う
。
孰
れ
に
し
ろ
、
洋
の
東
西
古
今
に
限
ら
ず
戦
さ
に
道
義
は
な
い
。
14
勝
成
隠
居
定
昭
江
家
督
相
続
之
願
書
、
「
家
譜
」
に
は
次
の
通
り
、
参
考
ま
で
に
引
く
（
952～
953頁
）。
居
城
伊
予
国
松
山
高
拾
五
万
石
松
平
隠
岐
守
卯
三
十
九
歳
補
注
養
子
同
式
部
大
輔
卯
二
十
六
歳
私
儀
年
来
持
病
之
風
疾
ニ
而
難
儀
仕
候
処
、
昨
年
以
来
別
而
病
勢
相
募
行
歩
不
自
由
之
上
、
胸
痛
眩
暈
強
種
々
療
養
差
加
候
得
共
、
全
快
不
仕
候
間
先
達
而
御
所
よ
り
父
子
之
内
被
為
召
候
節
モ
、
無
拠
同
氏
式
部
大
輔
差
出
申
候
、
其
後
ニ
無
油
断
手
医
師
江
申
付
療
養
仕
候
得共
、
持
病
之儀
ニ付
急
卒
全
快
之見
留
無
御
座
候
旨
申
出
候
、
当
節
柄
永
々
引
篭
罷
出
臨
時
御
用
御
座
候
節
出
勤
難
相
整
候
而
者誠
以
奉
恐
入
候
、
依
之
隠
居
被
仰
付
、
同
氏
式
部
大
輔
江家
督
無
相
違
被
下
置
候
様
仕
度
、
此
段
奉
願
候
、
以
上
、
慶
応
三
丁
卯年
八
月
廿
九
日
松
平
隠
岐
守
板
倉
伊
賀
守
殿
稲
葉
美
濃
守
殿
松
平
周
防
守
殿
小
笠
原
壱
岐
守
殿
―45―
願
い
通
り
に
事
叶
い
し
沙
汰
書
付
け
、
以
下
の
ご
と
し
。
松
平
隠
岐
守
名
代
拾
五
万
石
小
堀
数
馬
養
子
式
部
大
輔
病
気
ニ付
願
之通
隠
居
被
仰
付
家
督
無
相
違
式
部
大
輔
江被
下
之
、
慶
応
三
丁
卯年
十
月
廿
一
日
補
注
こ
の
年
齢
不
審
、
勝
成
は
天
保
三
年
1832六
月
二
十
四
日
生
、
隠
居
年
齢
三
十
五
歳
の
は
ず
、
同
じ
く
定
昭
、
弘
化
二
年
1845十
一
月
九
日
生
、
当
年
二
十
三
歳
で
あ
る
。
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「
家
譜
」
（
954頁
）
に
、
一
、
同
年
同
月
廿
三
日
明
廿
三
日
五
ツ
半
時
二
条
城
江
罷
出
候
様
板
倉
伊
賀
守
ヨ
リ
申
来
候
ニ
付
、
定
昭
登
城
仕
候
処
溜
詰
其
侭
加
判
之
列
上
座
ヲ
命
セ
ラ
レ
候
処
、
重
キ
役
柄
之
儀
ニ
付
熟
考
之上
御
受
可
仕
旨
申
述
候
、
且
又
名
伊
豫
守
ト相
称
候
様
命
セ
ラ
レ
候
事
と
あ
り
。
続
け
て
、
一
、
同
年
同
月
廿
四
日
定
昭
役
儀
之辞
表
左
之通
今
日
差
出
候
事
私
儀
今
般
意
外
奉
蒙
冤
命
候
付
而
者身
命
ヲ拠
御
報
効 （マ
マ
）可
仕
者勿
論
之儀
ニ有
之
候
処
、
短
才
無
智
殊
ニ
重
大
之
御
役
柄
仮
令
心
力
相
尽
候
共
、
寸
分
之
功
可
有
之
ト
モ
不
奉
存
且
又
当
今
之
時
勢
物
情
不
平
穏
候
ニ
付
而
者
、
兵
力
ヲ
練
武
備
ヲ
固
一
方
藩
之
任
相
守
候
儀
第
一
之
儀
与
奉
存
候
処
、
此
度
家
督
被
仰
付
候
、
初
政
之
儀
身
ヲ
以
士
民
ニ
先
立
一
段
励
精
不
仕
候
而
者
兵
力
モ
振
兼
可
申
奉
存
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愍
ヲ
以
御
役
儀
御
免
被
成
下
早
々
帰
邑
被
仰
付
候
様
仕
度
、
此
段
偏
ニ
奉
歎
願
候
、
以
上
九
月
廿
四
日
松
平
伊
豫
守
斯
る
辞
意
、
十
月
十
九
日
名
代
小
堀
右
膳
が
登
城
、
以
下
の
通
達
を
申
し
渡
さ
る
。
松
平
伊
豫
守
内
願
之趣
モ有
之
候
間
御
役
被
成
御
免
候
将
軍
家
茂
大
坂
城
中
に
て
病
没
、
慶
喜
徳
川
宗
家
相
続
と
い
う
時
流
の
最
中
、
定
昭
老
中
職
任
命
、
同
受
諾
、
翌
日
辞
職
願
提
出
、
後
二
十
日
余
で
辞
職
承
認
、
日
為
ら
ず
し
て
大
政
奉
還
上
表
、
未
曽
有
の
政
治
的
難
局
、
幕
府
の
混
迷
手
に
取
る
よ
う
で
あ
る
。
松
山
藩
に
あ
っ
て
も
、
前
年
六
月
安
下
圧
に
お
け
る
失
態
、
対
す
る
諸
藩
の
顰
蹙
、
藩
主
勝
成
の
隠
居
（
見
方
を
替
え
れ
ば
引
責
か
、
ひ
と
た
び
家
督
譲
る
も
十
五
代
藩
主
と
し
て
復
活
、
隠
居
理
由
「
風
疾
」
も
或
い
は
建
前
的
な
も
の
の
可
能
性
大
、
八
十
一
歳
の
長
寿
を
保
つ
ゆ
え
）、
養
子
定
昭
家
督
相
続
、
そ
の
間
に
大
政
奉
還
上
表
、
徳
川
、
松
平
両
家
に
と
り
激
動
の
一
年
余
の
月
日
で
あ
っ
た
。
子
規
、
生
後
七
日
目
。
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「
外
新
報
記
」
第
一
號
慶
應
四
年
閏
、
月 （マ
マ
）十
三
日
の
記
事
よ
り
、
慶
應
丁
卯
十
月
十
三
日
京
地
に
於
て
被
仰
出
候
上
意
の
御
書
付
我
皇
國
時
の
革
を
觀
る
に
、
昔
王
綱
紐
を
解
て
相
家
權
を
執
り
、
保
平
の
亂
、
政
權
武
門
に
移
り
て
よ
り
、
我
宗
に
至
り
	に
寵
眷
を
蒙
り
、
二
百
餘
年
子
孫
相
受
け
、
我
其
職
を
奉
す
と
い
へ
ど
も
政
刑
當
を
失
ふ
少
か
ら
ず
、
今
日
の
形
勢
に
至
る
も
畢
竟


の
致
す
と
こ
ろ
慚
愧
に
堪
へ
す
候
。
況
ん
や
當
今
外
國
の
際
日
に
盛
な
る
に
よ
り
、
々
權
一
に
不
出
候
て
は
綱
紀
立
が
た
く
候
間
、
從
來
の
舊
を
改
め
政
權
を

に
歸
し
、
廣
く
天
下
の
公
議
を
盡
し
、
聖
斷
を
仰
き
同
心
協
力
し
、
共
に
皇
國
を
保
護
せ
バ
必
す
海
外
萬
國
と
並
立
つ
べ
く
、
我
國
家
に
盡
す
と
こ
ろ
之
に
き
ず
候
。
乍
レ
去
見
ミ
義
も
有
之
候
は
ゝ
聊
忌
偉
を
憚
ら
ず
可
申
聞
候
（『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
第
四
巻
世界
文
庫
刊
、
昭
36

11

18
所
収
当
該
報
、
220頁
）
17
同
前
当
該
報
同
十
二
月
九
日
御
よ
り
被
仰
出
候
御
書
付
寫
川
府
從
御
委
任
の
大
政
上
、
將
軍
職
辭
の
兩
條
斷
然
被
聞
召
候
樣 （マ
マ
）、
―46―
抑
癸
丑
以
衆 （マ
マ
）、
未
曾
有
の
國
體 （マ
マ
）
先
帝
頻
年
被
惱
宸
襟
候
御
次
第
、
衆
庶
の
し
る
と
こ
ろ
に
候
。
依
レ
之
被
決
叡
慮
王
政
復
古
國
威
囘
の
御
基
ひ
被
爲
在
（
マ
マ
）候
間
、
自
今
掎 （マ
マ
）關
幕
府
廢
し
、
今
先
づ
假
に
惣 （マ
マ
）裁
、
議
定
、
參
與
の
三
職
を
置
き
萬
機
可
爲
行
事
武
創
業
の
始
め
に
基
づ
き
縉

（
マ
マ
）、
武
辨
、
堂
上
、
地
下
の
別
な
く
至
當
の
公
儀
を
盡
し
、
天
下
の
休
戚
を
同
し
く
可
被

叡
慮 （マ
マ
）に
付
各
勉
勵
舊
來
驕

（
マ
マ
）の
汚 （マ
マ
）
を
洗
ひ
、
盡
忠
報
國
の
誠
を
以
可
被
奉
公
候
事
一
	覧
勅
問
御
人
數
國
事
御
用
掛
り
、
儀
奏
、
武
奏
、
守
護
職
、

司
代
惣
て
被
廢
候
事
（
三
職
人
名
他
三
項
目
あ
る
も
略
）
一
和
宮
御
方
先
年
關
東
え
降
嫁
被
爲
在
候
得
共
、
其
後
將
軍
薨
去
且
先
帝
攘
夷
の
叡
願
よ
り
被
許
候
處
、
終
始
奸
事
の
詐
謀
に
出
、
御
無
詮
の
上
は
旁
一
日
も
早
く
御
京
被
爲
在
度
、
日
御
公
被
差
立
候
間
、
其
旨
被
心
得
候
事
右
の
通
り
御
確
定
以
一
集
被
仰
出
候
事
（
同
前
当
該
巻
、
221～
222頁
）
大
号
令
の
一
項
目
に
皇
女
和
宮
の
処
遇
を
挙
げ
る
が
同
女
降
嫁
が
朝
廷
に
と
り
如
何
に
重
大
な
懸
案
で
あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
よ
う
。
尚
、
御
所
方
の
「
御
書
付
寫
」
と
断
り
、
而
も
読
み
易
く
、
訓
み
下
し
文
に
し
て
掲
載
、
誤
写
せ
る
漢
字
（
右
に
（
マ
マ
）
を
付
し
た
）
も
多
々
あ
れ
ど
さ
せ
る
意
味
に
違
い
な
く
当
時
の
新
聞
報
道
事
情
を
勘
案
す
る
に
無
理
か
ら
ず
、
許
容
の
範
囲
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
『
國
史
大
辭
典
』
2
所
収
、
項
目
「
王
政
復
古
の
大
号
令
」
（
小
西
四
郎
執
筆
）
に
原
漢
文
を
載
せ
る
（
460
頁
）。
同
じ
く
注
16、
「
大
政
奉
還
」
の
上
奏
文
も
同
『
大
辭
典
』
8、
788頁
の
同
項
目
（
執
筆
者
同
前
）
中
に
漢
文
訓
読
体
で
収
め
る
。
18
「
中
外
新
聞
外
篇
」
卷
之
六
慶
應
四
年
四
月
の
同
戦
さ
の
記
事
（
新
聞
記
事
と
し
て
管
見
に
入
る
最
も
早
い
松
山
潘
の
名
あ
る
報
道
で
あ
る
）、
慶
應
四
年
正
月
九
日
出
、
大
坂
商
人
よ
り
の
來
書
拔
正 、
月 、
三 、
日 、
大 、
阪 、
方 、
多
人
數
伏
見
へ
掛
り
京
表
へ
御
越
相
成
候
中
、
御
蕃


に
お
い
て
相
咎
ら
れ
候
處
、
御

へ
願
に
罷
出
候
由
に
被
二 相
答
一 候
間
、
然
ら
ば
飛
具
を
預
置
罷
出
候
樣
に
と
彼
是
論
中
、

、
長 、
土 、
よ 、
り 、
無 、
法 、
に 、
發 、

、
仕 、
候 、
。
合
戰
暫
時
の
由
に
候
得
共
、
昨
七
日
に
及
び
見
物
と
し
て
罷
越
候
へ
ば
、
歩
兵

士
分
の
死
骸
三
百
人
計
有
レ 之
、
其
餘
死
亡
仕
候
も
多
分
有
レ 之
候

、
四 、
日 、
鳥
、
大
路
邊
の
合
戰
は
大
合
戰
に
御
座
候
。
尤
京
方
は
長
土
の
三
藩
、
大 、
阪 、
方 、
は 、
歩 、
兵 、
會 、
津 、
、
桑 、
名 、
、
高 、
松 、
、
松 、
山 、
等
の
兵
に
て
、
鳥
、
大
路
、
淀
邊
に
土 、
俵 、
は
四 、
斗 、

、
へ 、
土 、
砂 、
を 、
盛 、
り 、
入 、
、
楯 、
に 、
致 、
し 、
相 、
構 、
居 、
り 、
、
苦
戰
致
さ
れ
候
得
共
、
大 、
敗 、
走 、
に
て
鐵
大
玉
藥
等
多
分
 置
!軍
に
相
成
申
候
。鳥
、
大
路
、
富
の
森
、
あ
た
ご
村
、
淀
邊
に
、
大
阪
方
歩
兵
、
同
差
圖
役
、
其
外
士
分
の
死
骸
多
分
御
座
候
。
就
レ
中
、
鳥
、
富
の
森
、
あ
た
ご
村
邊
の
戰
は
大
合
戰
と
相
見
え
死
骸
澤
山
に
御
座
候
。
淀
落
城
仕
候
由
申
上
候
得
共
、
御
城
は
無
二 別
條
一 、
城
下
不
レ 殘
燒
失
仕
候
間
、
此
段
問
合
候
へ
ば
殿
樣
は
江
戸
詰
に
て
候
得
共
、
家
老
始
在
城
の
一
家
中
不
レ
殘
京
方
へ
降
參
仕
候
。
依
レ 之
別
條
無
レ 之
由
。
當
時
御
城
ヘ
御
室
宮
樣
、
山
科
宮
樣
、
其
外
御
堂
上
御
三
樣
方
副
將
に
て
、
日
月
の
御
旗
を
御
守
護
有
レ
之
、
御
陣
取
被
レ
爲
レ
在
候
。
大 、
阪 、
方 、
一 、
昨 、
六 、
日 、
敗 、
走 、
、
"
筋
へ
放
火
仕
、
大
阪
ヘ
不
レ
殘
引
取
申
候
。
依
レ 之
京
方
先
鋒
長
土
細
川
侯
人
數
御
警
衛
に
て
出
張
有
レ 之
候
。
其
外
備
州
阿
州
の
人
數
#根
竝
に
膳

御
加
勢
と
し
て
御
固
有
レ
之
、
勢
田
は
膳


侯
よ
り
御
固
め
嚴
重
に
被
レ 爲
レ 成
候
。
$
、
川 、
	
、
府 、
樣 、
は 、
昨 、
八 、
日 、
御 、
軍 、
艦 、
に 、
て 、
御 、
歸 、
府 、
と
申
事
、
兵
は
昨
今
日
の
間
に
不
殘
紀
州
へ
御
引
上
げ
相
成
申
候
。
（
前
出
『
新
聞
全
集
』
第
三
巻
%昭
36
&
11
&
10
'所
収
当
該
新
聞
、
269頁
。
傍
点
引
用
者
）
掲
載
日
付
と
の
時
間
差
を
見
れ
ば
戦
さ
の
速
報
迄
と
は
い
か
ぬ
が
「
正
月
九
日
出
、
大
坂
商
人
よ
り
の
來
」
と
あ
る
説
明
キ
ヤ
プ
シ
ヨ
ンを
信
ず
れ
ば
現
場
を
「
見
物
」
し
た
者
の
目
撃
情
報
に
近
い
と
い
え
る
。「
土
俵
は
四
斗
へ
土
砂
を
盛
り
入
、
楯
に
致
し
」
に
は
現
実
味
が
あ
る
。
又
「
長
土
よ
り
無 、
法 、
に
發
仕
候
」
と
い
う
見
方
、
歴
史
―47―
的
事
実
の
検
証
と
は
別
な
ひ
と
つ
の
証
言
で
あ
り
、
言
葉
の
内
側
に
在
る
「
大
坂
商
人
」
の
心
情
が
垣
間
見
え
る
。
因
み
に
、
一
坂
太
郎
『
幕
末
歴
史
散
歩
京
阪
神
篇
』
（
中
公
新
書
1811、
・05

8

25）
は
、
付
録
と
し
て
「
明
治
二
十
四
年
二
月
保
勲
會
識
」
語
を
有
す
る
『
戊
辰
戦
記
絵
巻
』
前
篇
を
載
せ
て
お
り
貴
重
、
同
戦
争
か
ら
六
十
年
後
の
昭
和
三
年
正
月
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た
「
戊
辰
物
語
補
注
」
は
当
時
の
民
心
の
動
向
を
知
る
回
顧
録
と
し
て
頗
る
面
白
い
。
補
注
後
日
、「
五
十
年
前
」「
維
新
前
後
」
と
併
せ
、
同
新
聞
社
会
部
編
『
戊
辰
物
語
』
（
萬
里
閣
書
房
刊
、
昭
3

5）
の
標
題
で
出
版

未
見

、
現
在
、
岩
波
文
庫
（
・83

1

17）
が
収
め
る
。
尚
、
同
文
庫
は
篠
田
鉱
造
『
増
補
幕
末
百
話
』
（
・96

4

16、
底
本
は
昭
和
四
年
萬
里
閣
書
房
刊
）
も
収
め
る
。
直
接
戊
辰
戦
争
と
関
係
薄
い
が
時
代
相
を
知
る
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
19
次
に
引
く
の
は
、
慶
喜
及
び
徳
川
家
処
置
に
関
す
る
「
小
田
原
侯
佐
倉
侯
始
四
十
三
藩
の
願
書
補
注
１
」、『
中
外
新
聞
外
篇
』
卷
之
二
慶
応
四
年
四
月
の
記
事
で
あ
る
。
各
藩
願
書
て
奉
二
言
上
一
候
。
私
ど
も
儀
先
以
來
川
家
臣
屬
に
て
有
レ
之
候
ヘ
共
、
普
天
率
土
王
臣
王
土
の
儀
に
有
レ 之
、
況
や
累
代
	分
の
官
位
封
秩
頂
戴
罷
在
奉
レ
蒙
二
莫
大
の
天
恩
一
候
得
共
、
今
般
御
政
事
御
一
新
、
萬
分
の
裨
補
も
無
レ
之
、
恐
惶
戰
慄
仕
罷
在
候
。
然
る
に
去
る
正
月
三
日
不
レ
料
も
川
氏
當
主
入

折
柄
先
驅
の
共
行
よ
り
外
の
戰
爭
畿
の
地
に
於
て
烟
を
動
候
段
承
知
仕
、
一
同
驚
失
錯
罷
在
候
處
、
終
に
此
度
奉
レ 蒙
二 御
靈
怒
一 、
御
討
被
二 仰
出
一 候
段
、
實
に
當
主
不
束
よ
り
生
候
事
、
今
辨
疎
可
レ 仕
樣
に
も
無
レ 之
候
得
共
、
元
來
當
主
儀
は
先
年
來
先

非
常
の
寵
眷
を
も
奉
レ 蒙
、
決
て
二
心
無
レ 之
段
は
、
天
地

明
も
照
覽
爲
レ
在
、
億
兆
の
人
庶
も
承
知
仕
候
儀
に
御
座
候
。
乍
レ
然
一
時
號
令
不
レ 嚴
の
處
よ
り
右
等
の
不
始
末
に
及
候
段
は
重
々
奉
二 恐
入
一 、
坂
城
も


去
、
江
戸
歸
城
後
も
恐
惶
愼
罷
在
、
先
墓
墳
の
佛
寺
へ
閑
居
仕
候
次
第
、
私
共

川
氏
恩
意
を
受
罷
在
候
身
分
に
取
候
て
は
、
實
に
片
時
も
坐
傍
觀
罷
在
候
不
レ
忍
、
何
卒
天
地
覆
載
の
御
仁
慈
を
以
、
寛
宥
の
御
處
置
被
二
仰
出
一
候
樣
仕
奉
レ
願
候
。
乍
レ
然
私
共
川
氏
に
附
屬
罷
在
候
身
分
に
て
、
今
般
の
儀
如
何
に
も
諮
爭
抑
止
可
レ 致
筈
の
處
、
其
儀
に
不
レ 及
段
、
多
罪
の
身
を
以
訴
仕
候
儀
、
非
分
を
不
レ 顧
奉
二 恐
入
一 候
ヘ
共
、
何
分
に
も
前
申
上
候
當
主
愼
恐
惶
の
儀
も
有
レ
之
、
且
は
川
氏
先
奉
レ 對
二


一 恭
順
の
を
盡
し
、
亂
を
げ
治
を
致
し
、
奉
レ 安
二 宸
襟
一
勲
を
思
召
不
レ 被
レ 爲
レ
、
何
卒
格
別
の
御
恩
典
を
以
て
寛
恕
の
御
沙
汰
被
二 成
下
一 候
は
ば
、
獨
り
川
氏
再
生
の
御
恩
澤
の
み
な
ら
ず
、
關
東

州
百
萬
の
生
靈
鋒
鏑
の
 も
相
!れ
、
盛
大
御
復
古
の
御
盛
に
も
可
レ
被
レ
爲
レ
稱
を
乍
レ 恐
螻
蟻
繊
芥
の
衷
御
酌
取
被
二 下
置
一 、
幾
重
に
も
御
執
奏
の
儀
、
泣
血
流
涕
奉
二 哀
訴
懇
願
一 候
二
月
同
様
の
歎
願
書
は
、
慶
喜
水
戸
退
去
謹
慎
後
も
同
志
連
署
百
十
名
を
も
っ
て
閏
四
月
廿
七
日
付
補
注
２
、
五
月
に
も
徳
川
家
役
人
共
の
名
を
も
っ
て
大
總
督
參
謀
衆
に
宛
補
注
３
て
て
出
さ
れ
る
。
右
歎
願
書
の
文
面
で
注
目
さ
れ
る
の
は
戊
辰
戦
争
を
飽
く
ま
で
「
先
驅
の
共
行 、

、
よ
り
意
外
の
戰
爭
」
と
規
定
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
立
場
は
注
2に
引
く
、
正
月
廿
日
付
松
平
定
昭
の
歎
願
書
中
の
「
先
用
之
人
数
差
遣
候
処
、
如
何
ナ
ル
行 、
違 、
ニ
候
哉
、
伏
見
鳥
羽
御
固
人
数
与
及
戦
争
候
」
と
全
く
同
じ
文
言
で
あ
る
。
偶
発
を
主
張
す
る
こ
の
文
言
も
後
日
の
歎
願
書
か
ら
姿
を
消
し
朝
敵
と
な
り
し
身
を
恐
懼
一
途
に
蟄
居
謹
慎
、
恭
順
の
赤
心
を
哀
訴
し
寛
恕
を
願
う
姿
勢
に
転
ず
る
。
補
注
１
本
歎
願
書
「
三
月
二
日
各
藩
名
代
の
重
臣
等
太
政
官
辨
事
"へ
奉
り
し
」
と
の
後
記
あ
り
。
同
『
新
聞
全
集
』
第
三
巻
、
257～
258頁
2
同
『
新
聞
全
集
』
第
四
巻
所
収
、
「
#外
新
報
」
第
三
十
八
號
慶月
十
四
日
應
四
年
五
に
掲
載
記
事
「
御
家
名
之
儀
に
付
差
出
し
候
歎
願
書
」
（
184～
185頁
）
3
補
注
1に
同
じ
、
卷
之
十
五
慶
應
四
年
五
月
「
川
家
臣
歎
願
書
」
（
295～
296頁
）
20
「
川
の
瓦
解
」
を
い
く
つ
か
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
示
す
。
松
山
藩
士
正
岡
隼
太
―48―
が
乳
飲
児
常
規
を
抱
え
、
朝
敵
に
組
し
た
藩
主
定
昭
と
と
も
に
生
き
た
時
代
相
で
あ
る
。
先
ず
東
征
鎭
撫
総
督
府
の
布
告
（
「
中
外
新
聞
」
第
十
四
號
慶
応
四
年
四
月
十
九
日

『
新
聞
全
集
』
第
四
巻
、
150頁
）、
今
般
海
陸
軍
候
は
朝
敵
慶
喜
命
の
族
の
み
誅
鋤
さ
れ
候
叡
慮
の
處
、
當
人
悔
悟
愼
候
に
付
て
は
從
來
の
行
雖
不
可
赦
、
生
靈
塗
炭
の
艱
苦
不
被
爲
、
罪
魁
す
ら
	死
一
等
を
被
宥
候
上
は
、
帰
嚮
の
輩
は
勿
論
、

往
は
不
咎
、
才
能
び
有
志
の
は
御
拔
擢
、
億
兆
愛
撫
の
意
四
海
に
御
表
示
の
思
召
に
て
、
川
譜
代
陪
臣
小
に
至
る
ま
で
、
凍
餒
の
患
無
之
樣
扶
助
可
被
成
下
候
に
付
、
疑

を
不
拘
此
御
意
を
奉
戴
し
、
士
農
工
商
一
切
安
營
業
可
致
候
。

々
闕
よ
り
敎
御
宣
布
候
ヘ
共
、
當
分
川
宗
の
良
法
は
其
儘
變
無
之
候
條
、
王
一
、
心
得
ひ
有
之
間
敷
候
。
且
つ
當
國
事
訴
訟
等
は
聊
無
忌
諱
當
總
督
府
ま
で
可
申
出
候
。
其
上
至
當
公
の
裁
可
有
之
も
の
な
り
辰
四
月
東
海
鎭
撫
總
督
府
「
從
來
の
行
雖
不
可
赦
」
と
断
罪
し
つ
つ
も
、
一
方
に
お
い
て
「
徳
川
宗
の
良
法
は
基
儘
變
無
之
候
條
」
と
公
告
せ
ざ
る
を
得
ぬ
ほ
ど
に
そ
の
基
盤
に
脆
弱
さ
を
内
包
し
な
が
ら
発
足
し
た
新
体
制
、
「
錦
の
御
旗
」
の
前
に
図
ら
ず
も
朝
敵
と
な
り
し
無
念
の
臍
む
思
い
を
抱
く
旧
幕
府
方
、
な
れ
ど
時
代
の
趨
勢
に
抗
し
難
く
、
厳
し
き
慶
喜
徳
川
処
分
に
対
し
海
陸
両
軍
一
同
連
名
の
下
に
歎
願
書
提
出
。
其
に
曰
く
（
同
前
、
151頁
）、
一
、
城
の
儀
は
川
家
相
續
の
定
り
候
ま
で
一
時
田
安
へ
御
預
け
被
仰
付
候
樣
奉
願
候
。
甚
見
越
し
候
儀
を
申
上
奉
恐
入
候
へ
共
、
尾
張
家
へ
相
續
被
仰
付
候
儀
は
御
免
奉
願
度
事
一
、
軍
艦
銃
は
、
川
家
名
御
立
被
成
下
、
高
に
領
地
相
極
り
候
上
差
上
候
樣
仕
度
事
右
二
ヶ
條
格
別
の
寛
典
を
以
御
差
 相
成
候
樣
御
盡
力
の
!奉
願
候
。
素
よ
り
有
罪
の
私
共
右
樣
の
件
々
奉
願
候
儀
、
上
は
天
"の
御
怒
に
奉
觸
候
も
#計
、
下
は
主
人
慶
喜
の
趣
意
に
背
き
候
儀
に
は
候
へ
共
、
此
際
に
當
り
百
年
の
生
命
に
千
歳
の
汚
名
を
$置
、
恨
を
含
て
命
を
奉
じ
候
樣
に
て
は
%陸
兩
軍
臣
子
&操
相
立
不
申
候
間
、
私
共
一
同
の
心
中
御
賢
察
被
下
、
幾
重
に
も
相
貫
き
候
樣
御
執
成
奉
願
'、
此
段
(願
仕
候
。
言
。
四
月
日
%陸
兩
軍
一
同
次
い
で
、
海
軍
局
よ
り
慶
喜
に
対
す
る
言
上
書
（
同
前
「
新
聞
」
第
廿
二
號
慶
応
四
年
閏
四
月
八
日
当該
巻
、
177～
178頁
）、
前
記
(願
書
中
の
文
言
「
下
は
主
人
慶
喜
の
趣
意
云
々
」
に
対
応
す
る
言
上
で
あ
る
。
乍
恐
有
罪
の
私
共
一
同
乾
坤
の
)革
人
倫
の
大
變
に
際
會
仕
、
是
*臥
薪
甞
膽
御
恭
順
の
御
趣
意
て
相
守
り
伏
て
"裁
の
出
候
を
奉
待
居
候
處
、
彌
御
裁
許
有
之
候
ヶ
條
中
に
付
て
は
、
江
戸
城
尾
藩
へ
御
預
け
相
成
候
條
と
、
御
家
御
領
地
未
だ
相
定
り
不
申
候
中
に
、
軍
艦
軍
+不
殘
御
取
上
げ
相
成
候
と
の
二
ヶ
條
、
,日
%
陸
兩
軍
一
同
よ
り
督
府
軍
門
ま
で
(願
書
一
封
以
大
久
保
一
-
.安
/守
指
出
し
候
は
、
御
思
召
を
も
不
奉
窺
私
意
の
取
計
甚
以
奉
恐
入
候
へ
共
、
私
共
一
同
篤
と
熟
考
仕
候
に
、
尾
藩
は
"命
と
は
申
し
な
が
ら
宗
家
危
窮
の
秋
に
方
り
て
反
て
征
東
師
の
列
に
入
り
、
無
論
の
心
得
方
と
一
同
奉
存
、
右
樣
の
藩
士
我
川
家
を
料
理
致
し
可
申
を
見
受
な
が
ら
、
我
累
代
浴
恩
の
民
一
同
唯
々
と
し
て
奉
命
候
樣
に
て
は
第
一
人
倫
の
大
義
地
に
墮
ち
候
の
み
な
ら
ず
、
名
は
我
川
御
家
名
相
存
し
候
共
其
實
は
そ
れ
を
限
に
て
二
百
五
十
餘
年
の
御
鴻
圖
も
一
"水
の
0と
相
成
候
は
、
乍
恐
三
尺
の
童
子
も
能
く
辨
へ
居
候
儀
に
御
座
候
。
將
1軍
艦
軍
+は
我

川
家
保
護
の
+に
て
畢
竟
今
日
等
あ
る
爲
と
奉
存
候
間
、
何
分
以
て
御
家
の
存
亡
相
分
不
申
中
に
天
"へ
被
召
上
候
樣
に
て
は
、
上
御
累
代
樣
御
注
意
の
2も
相
立
不
申
、
下
は
私
共
一
同
是
*の
御
鴻
恩
に
奉
浴
候
趣
意
に
相
3り
申
候
と
奉
申
上
候
ま
で
も
無
之
、
夫
是
以
て
一
同
斷
然
決
心
仕
、
人
倫
の
相
立
ま
で
歛
形
罷
在
候
。
若
1私
共
一
同
の
(願
相
貫
不
申
&は
、
乍
4力
素
よ
り
宿
怨
の
□ （マ
マ
）藩
を
相
手
取
り
、
六
十
餘
州
の
%上
%岸
に
□ （マ
マ
）の
旗
以
後
相
見
え
不
申
樣
可
仕
心
得
に
て
、
―49―
天は
勿
論
藩
領
岸
に
持
船
へ
は
決
し
て
私
よ
り
手
出
仕
間
敷
候
。
々
も
是
ま
で
の
厚
き
御
厚
に
奉
背
私
に
御
船
を
用
仕
候
條
、
髮
	謝
の
罪
に
奉
存
候
へ
共
、
私
共
一
同
の
心
事
は
地
下
に
て
御
累
代
樣
へ
可
奉
申
上
候
。
恐
惶

言
。
辰
四
月
御
家

軍
上
樣
「
瓦
解
」
す
る
「
川
」
に
抱
く
「
御
鴻
恩
」、
即
ち
尽
忠
の
厚
き
思
い
に
殉
ぜ
ん
と
す
る
敗
者
の
生
き
方
に
、
瓦
版
風
な
潤
色
さ
れ
た
読
み
物
で
な
い
「
新
シ
キ
ヲ
聞
ク
」
と
い
う
報
道
に
よ
り
接
し
得
た
庶
民
の
興
尽
き
ぬ
思
い
と
一
種
の
共
感
が
榎
本
和
泉
守
ら
を
箱
館
五
稜
郭
ま
で
転
戦
せ
し
め
た
遠
因
の
ひ
と
つ
で
あ
り
え
た
と
忖
度
す
る
。
恐
ら
く
、
江
戸
住
人
の
誇
り
で
あ
り
自
慢
の
種
で
あ
っ
た
徳 と
く川 せ
ん家 け
上
様
を
、
「
敵
慶
喜
」
と
呼
び
捨
て
て
断
罪
、
譜
代
親
藩
連
名
の
歎
願
書
、
海
陸
両
軍
一
同
の
歎
願
書
、
及
び
海
軍
に
よ
る
上
様
へ
の
言
上
書
な
ど
の
、
言
わ
ば
肉
声
と
も
譬
う
べ
き
情
報
を
知
る
こ
と
は
曾
て
な
き
こ
と
、
彼
ら
は
斯
る
新
聞
記
事
を
読
む
こ
と
で
、
「
川
の
瓦
解
」
の
今
を
強
く
意
識
し
た
に
違
い
な
い
。
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「
中
外
新
聞
補
注
１
」
が
翌
日
、
戊
辰
五
月
十
六
日
に
「
同
別
段
新
聞
」
の
名
で
戦
さ
の
速
報
を
発
行
、
他
に
同
紙
「
外
篇
」
卷
之
十
八
、
十
九
、
二
十
（
孰
れ
も
慶
応
四
年
五
月
）、
廿
三
（
同
六
月
）
と
続
報
記
事
掲
載
、
「
江
湖
新
聞
」
第
廿
二
集
（
同
五
月
廿
二
日
）、
「
此
花
新
書
」
第
三
、
四
輯
、
「
も
し
ほ
草
」
第
十
五
篇
（
六
月
四
日
）
等
々
も
各
々
の
立
場
即
ち
佐
幕
官
軍
派
の
立
場
か
ら
上
野
戦
争
を
報
じ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
敗
走
後
の
幕
府
方
諸
藩
と
官
軍
の
局
地
戦
記
事
を
載
せ
、
関
心
の
高
さ
を
示
す
。
「
中
外
外
篇
」
廿
三
は
「
濱
新
聞
ヘ
ラ
ル
ド
第
三
百
三
十
三
號
」
、
「
江
湖
」
廿
二
は
「
五
月
十
九
日
西
洋
月
八
日 七
横
濱
出
板
へ
ラ
ル
ト
日
刊
新
聞
」
か
ら
の
各
々
抄
訳
出
で
あ
る
。
「
外
國
人
こ
の
一
事
を
い
か
ゞ
聞
取
り
し
か
、
之
を
江
湖
の
看
官
に
し
ら
し
め
ん
と
て
譯
出
せ
る
の
ミ
」
と
注
記
す
る
「
江
湖
新
報
」
の
十
九
日
付
「
ヘ
ラ
ル
ト
」
の
抄
出
を
引
い
て
み
る
。
尚
、
同
紙
は
佐
幕
派
で
あ
る
（
幕
臣
桜
痴
福
地
源
一
郎
の
主
宰
に
な
る
新
聞
）。
去
ル
十
五
日
土
曜
日
江
戸
に
於
て
、
戰
爭
あ
り
と
の
風
よ
り
し
た
し
く
其
兵
火
を
見
し
が
、
實
ニ驚
ニ堪
ざ
る
變
事
に
て
、
鬪
爭
傷
死
亡
等
之
事
、
日
本
之
新
聞
ニ
も
之
を
載
せ
、
其
外
取
々
の
あ
り
て
、
枝
葉
を
重
ね
、
こ
の
兩
三
日
の
間
ハ
斷
る
こ
と
な
し
。
今
殘
る
な
く
之
を
聞
取
り
て
、
右
異
變
の
末
を
略
記
す
。
抑

川
家
の
武
士
多
人
數
、
彰
義
隊
補
注
２
の
名
義
を
設
け
、
江
戸
の
東
部
、
上
野
と
號
せ
る
寺
院
に
屯
集
し
、

肥
某
外
官
軍
之
ニ
出
會
ひ
、
そ
の
用
意
な
き
を
伺
ひ
、
少
人
數
に
乘
し
往
々
之
を

せ
り
。
故
に
、
官
軍
に
て
之
を
攻
襲
し
、
其
屯
集
よ
り
散
す
べ
し
と
決
議
あ
り
て
、
去
ル
十
四
日
金
曜
日
江
戸
市
中
ニ
觸
れ
、
老
幼
病
者
ハ
安
之
地
へ
立
く
べ
き
旨
を
し
、
且
ツ上
野
の
、
宮
樣
え
は
御
隨
從
の
も
の
を
討
伐
可
ニ
付
、
御
立
可
被
在
旨
申
上
ら
れ
川
龜
之
助
殿
え
も
御
先
之
靈
位
重
 等
取
片
ケ
ら
る
べ
し
と
命
せ
ら
れ
、
夫
よ
り
彰
義

討
伐
之
儀
、
被
仰
出
當
日
ハ
彰
義

去
の
口
々
を
斷
切
り
、
廣
小
路
之
正
面
よ
り
攻
撃
を
初
め
、
午
後
第
五
字
七
ツ
時
!ま
で
ハ
、
官
軍
利
あ
ら
ざ
り
し
が
、
其
時
肥
之
手
に
て
、
ア
ル
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
と
い
え
る
大
"二
門
を
放
發
せ
し
よ
り
、
戰
機
變
し
て
#く
、
官
軍
の
利
と
な
れ
り
。
か
く
て
よ
り
山
$の
寺
院
ニ
火
之
手
揚
り
、
最
早
籠
守
す
べ
き
あ
ら
ざ
れ
ば
、
彰
義
ハ
千
住
口
之
方
へ
落
行
た
り
。
こ
ゝ
に
於
て
江
戸
市
中
ハ
再
ひ
靜
穩
ニ

ひ
た
れ
共
、
太
に
な
れ
し
住
民
ニ
取
り
て
ハ
、
甚
%災
	な
ら
ん
こ
と
&言
を
待
た
ず
。
右
之
戰
爭
に
て
骨
'
ア
シ
ホ
ネを
打
れ
、
深
手
を
負
し
も
の
、
凡
八
十
人
、
(奈
川
戸
部
の
麓
に
て
、
元
佛
蘭
西
傳
)騎
兵
屯
の
爲
に
、
取
*し
へ
來
り
て
、
外
國
の
醫
+ウ
ヰ
リ
ス
、
ス
カ
ン
ネ
ル
、
ゼ
ン
キ
ン
三
先
生
の
療
治
を
乞
ヘ
リ
。
右
手
負
の
傷
ハ
大
抵
ラ
イ
フ
ル
彈
に
て
打
れ
た
る
も
の
ゝ
よ
し
。
療
治
中
ハ
コ
ロ
ヽ
ホ
ル
ム
と
い
ふ
,藥
を
用
ひ
、
骨
'を
切
斷
す
る
に
手
-
(
.に
て
、
種
々
―50―
のを
盡
せ
る
よ
り
、
手
負
も
其
妙
に
驚
き
、
西
洋
の
醫
は
る
か
に
日
本
の
醫
よ
り
秀
た
る
こ
と
を
知
り
、
深
く
救
濟
之
恩
を
謝
せ
り
と
い
ふ
。
（『
新
聞
全
集
』
第
四
巻
、
80頁
）
補
注
１
以
下
、
列
挙
並
び
に
引
用
せ
る
幕
末
明
治
新
聞
の
詳
し
い
解
題
そ
の
他
に
関
し
て
は
『
幕
末
明
治
新
聞
全
集
』
第
三
～
五
巻
を
各
々
参
照
2
「
中
外
新
聞
」
第
四
十
號
慶
應
四
年
五
月
廿
四
日
付
記
事
（
傍
点
引
用
者
）
五
月
十
九
日
御
觸
書
去
る
十
五
日
上
野
山
彰
義
其
外
屯
集
の
共
、
官
兵
御
差
向
相
成
候
は
、

、
く 、

、
上 、
樣 、
御 、
主 、
意 、
に 、
相 、
背 、
往 、
々 、
粗 、
暴 、
の 、

、
行 、
に 、

、
候 、

、
も
有
之
候
に
付
、
御
討
有
之
候
儀
に
て
、
御 、
家 、
に 、
御 、
疑 、
念 、
有 、
之 、
候 、
筋 、
に 、
は 、
無 、
之 、
趣 、
に
候
間
、
其
邊
篤
と
相
心
得
、
從
來
	愼
の
意
格
別
相
守
、
私
に
屯
集
致
し

立
候
樣
の
儀
決
而
致
間
、
若
背
之
は

申
付
候
次
第
も
可
有
之
候
。
五
月
（『
新
聞
全
集
』
第
三
巻
、
232頁
）
「
家
族
」
の
み
な
ら
ず
「
川
」
家
家
臣
ら
も
ま
た
皆
「
ち
り

゛
に
」
の
思
い
深
し
。
22
「
も
し
ほ
草
」
第
廿
六
篇
十
月
九
日
、
掲
載
の
記
事
よ
り
、
川
氏
擧
族
補
注
、
駿
河
に
轉
住
し
た
れ
ど
も
、
人
民
お
ほ
く
土
地
少
く
、
活
計
の
み
ち
立
べ
き
に
あ
ら
ず
と
て
、
民
た
ゞ
貿
易
と
耕
作
に
注
意
し
、
淸
水
の

傍
、
も
つ
と
も
沃
の
地
な
る
に
よ
つ
て
、
し
き
り
に
新
田
を
開
拓
せ
ん
と
の
目
論
見
あ
り
、
そ
の
う
へ
淸
水
に
お
い
て
、
外
國
人
と
貿
易
を
ひ
ら
か
ん
事
を
、

へ
願
せ
し
と
ぞ
、
こ
れ
我
輩
の
大
に
希
す
る
と
こ
ろ
な
り
（『
新
聞
全
集
』
第
四
巻
所
収
、
343頁
）
序
で
な
が
ら
、
虚
子
は
「
十
五
代
將
軍
」
の
題
で
、
明
治
末
年
頃
旧
鳥
取
藩
主
池
田
仲
博
候
麻
布
本
邸
で
慶
喜
公
に
対
面
し
た
際
の
公
の
印
象
を
懐
古
す
る
。
中
で
も
公
が
蕪
村
句
「
牡
丹
切
つ
て
氣
の
へ
し
夕
哉
」
に
深
い
感
動
を
示
し
た
こ
と
を
綴
る
。
そ
し
て
帰
路
途
次
、
自
身
の
胸
中
を
、
牡
丹
切
つ
て
氣
の
へ
を
感
じ
た
と
い
ふ
こ
と
が
果
し
て
大
政
を
奉
し
た
慶
喜
公
の
心
の
底
の
深
い
或
物
に
觸
れ
た
の
だ
と
考
え
な
く
と
も
、
ま
た
大
政
を
奉
還
し
た
後
の
心
持
が
五
月
晴
の
句
で
言
ひ
つ
く
せ
た
も
の
で
無
か
つ
た
と
言
は
な
く
と
も
、
此
日
の
將
軍
樣
の
面
影
は
百
卷
の

を
獵
る
よ
り
も
よ
り
以
上
の
維
新
の
或
物
を
私
に
物
語
つ
た
の
で
あ
つ
た
と
述
べ
る
。
こ
の
短
篇
は
単
な
る
印
象
記
と
い
う
以
上
に
武
家
社
会
の
構
造
、
即
ち
徳
川
将
軍
家
、
藩
主
、
家
臣
を
各
々
頂
点
と
す
る
三
角
形
の
内
な
る
精
神
風
土
の
何
た
る
か
を
考
察
す
る
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
。
（
当
該
小
説
は
『
定
本
高
濱
子
全
集
』
第
七
卷
 毎日
新
聞
社
刊
!所
収
、
65～
74頁
）
補
注
「
中
外
新
聞
」
第
四
十
一
號
慶
應
四
年
五
月
廿
七
日
付
記
事
、
"去
廿
四
日
被
仰
出
之
趣
川
龜
之
助
駿
河
國
府
中
之
城
主
に
被
仰
付
、
領
知
高
七
十
萬
石
下
し
賜
候
旨
被
仰
出
候
事
。
但
、
駿
河
國
一
圓
、
其
餘
は
#江
陸
奧
兩
國
に
於
て
下
賜
候
事
。
今
般
家
名
別
紙
相
續
被
仰
出
候
に
付
爲
御
禮
上
京
可
致
候
事
。
川
家
臣 $之
輩
自
今
官
位
之
儀
被
差
止
候
事
。
（『
新
聞
全
集
』
第
三
巻
、
235頁
）
23
「
信
夫
私
記
」
（『
史
料
』
第
三
、
1141頁
）
%長
土
御
沙
汰
面
之写
高
松
松
山
大
垣
姫
路
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右
四
藩
、
従
来
奉
軽
蔑
天
朝
儀
不
少
候
処
、
剰
今
度
慶
喜
反
逆
ニ与
力
シ官
軍
ニ敵
シ
候
段
大
逆
無
道
、
依
之
征
伐
之師
被
差
向
候
事
、
正
月
十
日
別
紙
四
藩
征
伐
之砌
、
甲
兵
を退
ケ伏
罪
致
候
節
ハ十
分
寛
典
之処
置
可
致
事
正
月
十
日
24
「
家
譜
」
（『
史
料
』
第
二
、
955～
956頁
）
一
、
同
年
同
月
廿
三
日
土
佐
少
将
ヨ
リ使
者
ヲ以
左
之通
申
来
候
事
土
佐
少
将
使
者
金
子
平
十
郎
小
笠
原
唯
八
奉
勅
命
兵
卒
差
向
候
、
此
上
伏
罪
被
致
候
哉
被
及
異
儀
候
哉
速
ニ
御
答
可
承
候
、
此
段
使
者
ヲ以
申
達
候
、
以
上
正
月
右
答
書
左
之通
差
遣
候
事
今
般
御
使
ヲ以
被
仰
聞
候
趣
奉
謹
承
候
、
此
上
如
何
体
被
仰
付
候
共
聊
朝
命
ニ
違
背
シ
王
師
ニ
敵
対
仕
候
心
底
無
之
、
臣
下
ニ
至
迄
毛
頭
異
論
無
御
座
候
、
此
段
厚
御
含
被
下
朝
廷
向
宜
御
取
成
被
下
度
伏
而奉
懇
祈
候
、
以
上
正
月
25
同
前一
、
同
年
同
月
廿
五
日
今
般
御
征
討
被
仰
出
奉
恐
入
候
ニ
付
、
所
領
差
上
奉
待
天
譴
候
心
得
ニ
而
、
菩
提
所
常
信
寺
江定
昭
并隠
居
勝
成
一
同
相
退
謹
慎
罷
在
候
事
、
26
同
前一
、
同
年
同
月
廿
七
日
土
州
兵
隊
今
日
入
込
相
成
候
事
、
右
惣
督
深
尾
左
馬
之
助
江左
之通
歎
願
書
差
出
候
事
、
此
度
徳
川
慶
喜
之
妄
挙
ヲ
助
候
条
其
罪
不
軽
趣
ヲ
以
、
御
征
伐
被
仰
出
候
段
恐
入
不
堪
泣
血
悲
歎
候
、
於
定
昭
聊
朝
廷
江
異
心
無
之
候
処
今
般
被
仰
聞
候
趣
ニ
而
者、
最
早
哀
訴
可
申
上
様
モ無
之
奉
恐
入
候
ニ付
、
所
領
差
上
謹
而奉
待
天
譴
候
間
、
朝
命
違
背
不
仕
候
儀
御
諒
察
被
成
下
、
乍
此
上
徳
川
家
之
儀
ハ
三
百
年
治
平
之
功
被
為
思
食
、
一
脈
之
祭
祀
相
存
候
様
朝
廷
向
、
宜
御
執
奉
成
下
度
奉
懇
祈
候
、
以
上
、
正
月
廿
七
日
松
平
定
昭
主
人
定
昭
儀
徳
川
家
之妄
挙
ヲ助
候
段
、
其
罪
不
軽
趣
ヲ以
御
追
討
被
仰
出
、
定
昭
始
臣
下
一
同
奉
恐
入
候
、
就
而
者
所
領
差
上
奉
待
天
譴
候
条
、
全
ク
奉
対
天
朝
恐
敬
之至
情
ヲ表
候
心
底
ニ
而、
定
昭
ニ於
而
者如
何
体
之御
沙
汰
被
仰
出
候
共
、
聊
遺
憾
有
御
座
間
敷
候
得
共
定
昭
儀
徳
川
家
之
為
メ
匡
救
之
所
、
不
至
者如
何
計
ニ可
有
御
座
、
乍
併
奉
対
天
朝
聊
異
心
無
御
座
候
儀
者神
明
誓
而
欺
罔
無
御
座
、
臣
下
共
ニ
仕
候
而
者
右
等
之
心
情
、
今
一
応
奉
哀
訴
度
奉
存
候
得
共
、
最
早
九
重
道
絶
只
々
悲
歎
泣
血
之
至
奉
存
候
、
乍
此
上
寛
大
之
御
沙
汰
モ御
座
候
ハ
ヽ、
実
以
天
地
覆
育
之御
大
恩
難
有
仕
合
奉
存
候
、
此
段
宜
執
成
被
下
候
様
泣
血
万
願
之至
奉
存
候
、
以
上
、
松
平
定
昭
正
月
廿
七
日
家
来
共
徳
川
家
家
臣
、
松
山
藩
家
来
、
共
に
主
君
に
対
す
る
朝
廷
側
の
寛
大
な
沙
汰
を
懇
願
書
に
認
め
る
が
、
両
者
の
文
面
に
微
妙
な
差
違
あ
る
の
が
興
を
引
く
。
後
者
の
場
合
何
処
か
形
式
的
な
感
否
め
ぬ
も
の
あ
り
。
執
れ
に
し
て
も
、
斯
る
歎
願
書
、
藩
レ
ベ
ル
で
は
個
を
求
め
る
よ
り
形
式
重
視
に
な
る
の
は
詮
無
き
こ
と
か
。
以
後
、
松
山
潘
追
討
の
為
派
遣
さ
れ
し
長
州
福
山
両
藩
宛
の
同
趣
旨
歎
願
書
が
定
昭
、
家
来
共
の
名
に
お
い
て
差
出
さ
れ
る
（
二
月
一
日
、
長
州
隊
長
堅
田
大
和
守
、
同
廿
三
日
福
山
藩
、
同
日
土
州
惣
督
深
尾
宛
再
度
の
歎
願
、
閏
四
月
十
五
日
、
隠
居
勝
成
名
の
土
州
宛
歎
願
等
々
）。
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「
徳
川
家
親
属
」
の
「
家
筋
」
な
る
ゆ
え
図
ら
ず
も
賊
徒
討
伐
の
憂
目
に
遭
遇
、
只
管
「
誠
恐
誠
惶
頓
首
謹
言
」
「
泣
血
百
拝
」
と
哀
願
の
文
面
を
認
め
ざ
る
を
得
ぬ
松
山
藩
、
そ
の
苦
衷
の
ほ
ど
が
偲
ば
れ
る
。
随
筆
「
十
年
の
夏
」
（
「
反
省
雜
誌
」
第
拾
參
年
第
八
號
明
31

8

1
）
で
自
ら
「
幕
府
排
斥
の
氣
風
に
養
は
れ
た
る
余
」
と
述
べ
る
子
規
が
、
（
略
）
あ
る
凉
し
き
夕
、
大
殿
（
勝
成
公
、
引
用
者
注
、
以
下
同
）
も
君
（
定
靖
公
）
も
共
に
向
山
の
何
が
し
亭
に
行
き
て
酒
酌
み
か
は
し
給
ふ
。
男
も
女
も
皆
倶
せ
ら
れ
た
り
。
怪
し
き
老
妓
ど
も
來
り
て
と
り
も
ち
な
ど
す
。
彼
方
の
一
間
に
長
州
の
人
某
（
杉
孫
七
郎
）
の
來
り
て
夕
餉
し
た
ゝ
め
居
た
る
が
、
大
殿
よ
り
御
挨
拶
の
事
あ
り
。
某
は
維
新
の
際
兵
を
率
て
我
藩
に
到
り
し
余
は
今
さ
ら
の
如
く
そ
を
く
や
し
く
思
ひ
居
り
し
か
ば
此
夜
の
事
不
に
堪
へ
ず
と
、
十
二
年
以
前
の
体
験
を
恰
も
昨
日
の
ご
と
く
鮮
や
か
に
蘇
ら
せ
る
の
も
、
遡
れ
ば
旧
松
山
士
族
に
語
り
継
が
れ
し
慶
応
四
年
一
月
に
被
り
し
長
州
兵
入
国
補
注
の
屈
辱
の
記
憶
に
他
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
補
注
「
家
譜
」
（『
史
料
』
第
二
、
957頁
）、
長
州
隊
ヨ
リ左
之通
書
面
差
越
候
事
上
書
豫
州
松
山
長
州
御
家
老
中
様
各
中
戦
書
貴
藩
朝
敵
之儀
ニ付
蒙
御
沙
汰
兵
馬
差
向
候
間
、
左
様
御
承
知
可
被
成
候
事
戊
辰
正
月
長
州
各
中
伊
豫
松
山御
家
老
中
様
い
う
な
れ
ば
宣
戦
布
告
状
で
あ
る
。
朝
敵
ゆ
え
こ
れ
か
ら
攻
撃
す
る
の
で
左
様
心
得
よ
、
と
い
う
事
務
的
通
告
が
不
気
味
で
あ
る
。
27
『
市
史
料
集
』
第
二
巻
、
957～
960参
照
28
注
27に
同
（
960頁
）
土
州
惣
督
よ
り
式
部
へ
の
「
御
沙
汰
有
之
候
旨
申
渡
候
」
条
中
に
「
出
格
寛
大
之
御
仁
恵
を
以
蟄
居
被
仰
付
候
事
」
と
あ
り
、
次
で
隠
岐
守
に
対
す
る
条
中
に
「
其
方
儀
再 、
勤 、
被
仰
付
、
本 、
領 、
如 、
旧 、
被
下
候
条
向
後
心
得
違
無
之
様
、
国
論
一
定
可
励
忠
勤
旨
、
御
沙
汰
候
事
」
（
傍
点
引
用
者
）
と
あ
る
。
29
注
27に
同
（
961頁
）
松
平
隠
岐
守
其
藩
既
往
御
赦
免
被
仰
出
候
、
就
而
者
即
今
東
北
多
事
之
砌
出
兵
モ
可
被
仰
付
之
処
、
既
ニ
諸
藩
兵
隊
操
出
ニ
相
成
候
ニ
付
、
更
勤
王
実
効
之
為
メ
軍
費
金
拾
五
萬
円
貢
献
被
仰
付
候
事
五
月
右
請
書
に
対
す
る
答
書
、
私
藩
既
往
御
赦
免
被
仰
出
、
就
而
者
即
今
東
北
諸
路
御
多
事
之
砌
出
兵
モ
可
被
仰
付
之
処
、
既
ニ
諸
藩
兵
隊
操
出
ニ
相
成
候
ニ
付
、
更
勤
王
実
効
之
為
メ
軍
費
金
拾
五
萬
円
貢
献
被
仰
付
候
旨
奉
畏
候
、
頓
首
謹
言
五
月
廿
三
日
松
平
隠
岐
守
30
注
27に
同
（
963頁
）
一
、
同
年
八
月
廿
三
日
軍
費
金
本
日
献
納
仕
候
ニ付
、
公
務
人
河
東
権
之
亟
ヲ以
弁
事
御
役
所
迄
上
納
仕
候
事
右
献
上
目
録献
上
金
拾
五
万
両
以
上
久
松
隠
岐
守
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右
御
受
取
書
証
一
、
金
拾
五
万
両
右
貢
献
正
令
落
掌
候
也
行
政
官
弁
事
辰
八
月
廿
三
日
田
中
五
位
神
山
五
位
久
松
隠
岐
守
殿
31
注
27に
同
（
961頁
）
一
、
同
年
同
月
廿
五
日
菩
提
所
常
信
寺
ヨ
リ勝
成
帰
城
仕
、
定
昭
郊
外
小
荘
江転
往
仕
候
事
次
で
廿
八
日
、
官
軍
総
而御
引
払
相
成
候
事
と
の
記
述
あ
り
。
一
月
廿
七
日
に
土
州
隊
（
官
軍
）
が
城
地
に
「
入
込
相
成
」
て
か
ら
丸
五
ヶ
月
に
及
ぶ
長
州
他
藩
兵
の
駐
屯
で
あ
っ
た
。
32
「
家
譜
」
は
、
同
（
寛
永
）
十
二
乙
亥
年
七
月
廿
八
日
移
封
シ
テ
伊
予
国
松
山
城
主
ト
ナ
リ
十
五
万
石
ノ
地
ヲ
領
ス
、
大
公
曰
ク
四
国
中
親
藩
ナ
シ
、
故
ニ
今
汝
ヲ
置
ク
ト
、
即
日
暇
ヲ
給
テ
領
地
へ
赴
カ
シ
ム
、
鷹
馬
及
時
服
ヲ
贈
ラ
ル
、
帰
邑
ノ
贈
物
後
之
ヲ
恒
例
ト
ス
、
同
九
年
七
日
始
テ松
山
城
ニ移
ル
と
録
す
（『
史
料
』
第
二
、
924頁
）。
他
に
、
伊
藤
義
一
「
松
山
藩
主
の
系
譜
」 （
「
季
刊
子
規
博
だ
よ
り
」
Vol
3―
4、
昭
59

3

25
）参
照
33
「
正
岡
家
資
料
」
の
内
〔
常
尚
関
係
資
料
〕、
私
儀
当
年
四
十
歳
ニ
罷
成
嫡
男
常
規
儀
当
年
六
歳
ニ
罷
成
申
候
引
替
被
申
付
候
様
仕
度
奉
願
候
以
上
明
治
五
申年
正
月
廿
四
日
正
岡
常
尚

庶
務
課属
御
中
可
為
願
之
通
候
（『
全
集
』
第
二
十
二
卷
、
730頁
）
34
服
部
嘉
香
（「
常
識
的
革
命
的
正
岡
子
規
論
」『
全
集
』
別
卷
二
所
収
、
617頁
）
に
よ
る
35
新
日
本
古
典
文
学
大
系
明
治
編
27『
正
岡
子
規
集
』
（
岩
波
書
店
刊
、
・03

3

28）、
173～
175頁
36
「
子
規
誕
生
の
地
」
（「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
二
十
四
卷
第
四
號
、
大
10

1

1
所
収
）
37
子
規
の
父
常
尚
の
兄
佐
伯
半
弥
補
注
１
（
政
房
）
の
曾
孫
佐
伯
徹
也
は
「
正
岡
子
規
と
佐
伯
家
の
こ
と
補
注
２
」
（『
全
集
』
別
卷
1付
録
、
月
報
18
昭
52

3
）の
中
で
、
隼
太
が
兄
政
房
と
よ
く
似
た
境
遇
に
あ
り
、
と
も
に
大
酒
飲
み
で
あ
っ
た
と
述
べ
る
。
又
、
「
正
岡
家
と
佐
伯
家
と
は
相 、
似 、
た 、
身 、
分 、
階
層
の
家
」
と
も
「
若 、
く 、
し 、
て 、
余
戸
に
隠 、
栖 、
し 、
た 、
政
房
は
手
習
師
匠
と
な
り
、
憂 、
さ 、
を 、
大 、
酒 、
に
ま
ぎ
ら
わ
せ
な
が
ら
細
々
と
世
を
送
っ
た
が
」
（
共
に
傍
点
引
用
者
）
と
も
。
兄
弟
揃
っ
て
「
大
酒
飲
み
」
が
注
意
を
引
く
。
補
注
１
子
規
は
同
人
を
「
佐
伯
父
」
と
記
す
（
『
筆
ま
か
せ
』
第
一
編
「
父
」
、
同
第
二
編
「
手
習
の
時
代
」）
2
妹
律
は
碧
梧
桐
と
の
対
談
「
家
庭
よ
り
觀
た
る
子
規
」
（
「
河
東
碧
梧
桐
『
子
規
を
語
る
』
汎文
刊
、
昭
9

2

20
、
328頁
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
る
。
私
共
に
は
、
大
分
佐
伯
風
が
…
…
お
婆
さ
ん
よ
り
、
佐
伯
の
家
風
が
、
ま
ア
遺
傳
し
て
ゐ
る
と
で
も
言
ひ
ま
す
か
。
佐
伯
風
と
い
ふ
の
は
、
親
類
中
に
も
一
際
目
立
つ
て
ゐ
た
と
見
え
て
、
	た
佐
伯
風
だ
な
、
な
ど
よ
く
言
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
何
で
も
曲
つ
た
こ
と
の
き
ら
ひ
な
、
眞
ツ
正
直
と
言
つ
た
堅
固
し
い
氣
分
で
し
た
（
略
）
38
柳
原
極
堂
『
友
人
子
規
』
（
博
文
堂
書
房
刊
、
昭
18

2

15）
25頁
、
『
全
集
』
第
二
―54―
十
二
卷
所
収
「
正
岡
家
資
料
」
730頁
参
照
39
母
八
重
の
記
録
（「
母
堂
の
談
片
」

前
出
、
碧
梧
桐
『
子
規
を
語
る
』
所
収
、
附
録
303頁

）
に
は
、
升
が
三
才
の
時
、
大
原
に
何
か
お
客
事
が
あ
つ
て
、
私
と
二
人
で
泊
り
に
往
て
居
り
ま
し
た
ら
、
火
事
ぢ
や

と
い
ふ
の
で
仲
間
が
見
て
來
ま
し
た
ら
、
大
變
々
々
正
岡
が
火
事
ぢ
や
と
言
ひ
ま
す
。
そ
と （マ
マ
）で
升
を
お
ん
ぼ
し
て
歸
つ
て
來
ま
す
と
、
も
う
火
事
も
お
仕
舞
ひ
に
な
つ
て
、
龍
吐
水
も
去
ぬ
る
、
提
灯
が
澤
山
つ
て
來
ま
す
の
を
見
て
、
升
が
大
變
喜
び
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
後
は
何
で
も
燒
け
た

と
言
ひ
ま
し
て
、
ハ
ン
コ
（
頭
の
ヤ
ツ
コ
の
こ
と
）
を
落
し
た
時
も
「
ハ
ン
コ
、
ヤ
ケ
タ
」
と
も
と
ら
ぬ
口
で
言
ひ
ま
し
た
と
、
火
事
の
事
の
み
語
り
出
火
の
原
因
に
言
及
し
な
い
が
、
妹
律
は
「
家
庭
よ
り
觀
た
る
子
規
」
の
中
で
、
（
前
掲
書
所
収
、
328頁
）、
（
略
）
そ
れ
も
、
母
や
子
供
の
不
在
中
、
お
婆
さ
ん
の
酌
が
き （マ
マ
）て
、
其
の
火
の
始
末
が
わ
る
か
つ
た
や
う
に
も
き
い
て
ゐ
ま
す
と
、
具
体
的
に
出
火
の
原
因
を
語
る
。
池
内
如
翠
も
、
現
に
火
災
の
夜
も
、
母
堂
は
升
さ
ん
を
れ
て
年
越
の
相
談
に
實
家
の
大
原
へ
泊
り
掛
け
に
行
か
れ
、
留
守
宅
に
は
姑
さ
ん
と
隼
さ
ん
が
、
鬼
の
留
守
の
間
と
い
ふ
格
で
、
心
を
許
し
て
飮
ん
だ
末
、
早
風
呂
（
七
輪
）
の
火
を
す
の
を
忘
れ
て
寢
て
し
ま
は
れ
た
の
が
元
で
此
失
火
と
な
り
、
氣
が
付
い
た
時
は
早
火
が
十
分
に
	
り
、
何
を
ど
う
す
る
間
も
な
く
眞
に
身
を
以
て

れ
ら
れ
た
丸
燒
で
あ
つ
た
が
、
火
事
と
聞
き
升
さ
ん
を
背
中
に
負
う
て
驅
け
付
け
ら
れ
た
母
堂
は
、
づ
く
ま
ゝ
に
我
が
家
と
知
れ
て
は
、
體
が
す
く
ん
で
足
が
べ
な
く
な
つ
た
さ
う
だ
と
い
ふ

で
、
母
堂
に
對
す
る
同
の
は
邊
に
等
し
く
注
が
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
と
、
よ
り
具
体
的
に
原
因
を
述
べ
る
（
前
出
「
子
規
誕
生
の
地
」）。
事
の
真
相
、
縦
ん
ば
知
っ
て
い
た
に
し
ろ
、
姑
夫
の
不
始
末
で
あ
れ
ば
嫁
妻
の
立
場
上
八
重
の
物
言
い
は
当
然
で
あ
り
、
律
の
述
懐
も
未
だ
此
世
に
生
を
受
け
ぬ
以
前
の
こ
と
、
こ
れ
又
無
理
な
き
も
の
、
然
れ
ば
当
時
十
二
歳
の
如
翠
の
記
憶
が
説
得
力
を
持
つ
。
中
で
も
「
鬼
の
留
守
の
間
と
い
ふ
格
云
々
」
に
は
正
岡
家
の
事
情
が
窺
わ
れ
深
長
で
あ
る
。
「
母
堂
に
對
す
る
同
の
云
々
」
も
、
律
の
「
母
も
嫁
入
つ
て
さ
う
間
も
な
い
こ
と
で
嫁
入
具
抔
も
何
一
つ
殘
ら
な
い
で
燒
け
た
の
で
し
た
が
、
そ
れ
す
ら
、
殘
念
さ
う
な
顏
一
つ
し
な
か
つ
た
、
と
當
時
の
話
草
に
も
な
つ
た
、
と
い
ふ
こ
と
で
す
」
に
重
ね
る
と
、
土
居
健
子
の
談
（
「
叔
父
秋
山
真
之
と
子
規
の
ご
家
族
」

『
全
集
』
第
十
七
卷
附
録
、
月
報
11

昭
51

2
）、
お
母
さ
ま
は
、
そ
れ
は
も
う
、
お
優
し
い
方
で
し
た
（
略
）
そ
の
時
、
お
母
さ
ま
は
少
し
も
と
り
乱
さ
ず
、
自
分
の
家
が
焼
け
落
ち
る
さ
ま
を
泰
然
と
見
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
気
丈
な
方
だ
と
か
、
肝
の
据
わ
っ
た
方
だ
と
か
い
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
当
時
の
士
族
の
娘
で
あ
れ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
（
略
）
な
に
が
あ
っ
て
も
驚
い
た
り
取
り
乱
し
た
り
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
士
族
の
娘
で
あ
れ
ば
必
ず
そ
う
躾
け
ら
れ
て
育
っ
た
も
の
で
す
に
知
る
八
重
の
印
象
、
更
に
「
武
士
の
妻
と
し
て
の
、
松
山
士
族
と
し
て
の
面
目
を
よ
く
保
た
れ
た
も
の
と
も
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
い
う
服
部
嘉
香
の
言
葉
が
い
み
じ
く
も
語
る
「
士
族
の
娘
」「
武
士
の
妻
」「
松
山
士
族
と
し
て
の
面
目
」
を
保
つ
妻
、「
大
酒
飲
み
」
の
夫
隼
太
、「
酒
好
き
」
の
姑
久
補
注
に
と
り
文
字
通
り
「
鬼
の
留
守
」
中
の
油
断
失
火
で
あ
っ
た
。
子
規
自
身
も
後
年
母
か
ら
の
聞
き
語
り
と
し
て
「
吾
幼
時
の
美
感
」
（
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
第
二
卷
第
三
號
明
31

12

10
）中
で
言
及
、
美
感
ゆ
え
出
火
の
原
因
等
々
に
は
触
れ
ず
。
補
注
祖
母
お
久
の
人
と
な
り
に
関
し
律
は
対
談
「
家
庭
よ
り
觀
た
る
子
規
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
語
る
。
あ
の
お
婆
さ
ん
に
は
兄
初
め
私
ま
で
、
た
ゞ
世
話
に
な
つ
た
と
い
ふ
位
で
な
く
、
ま
ア
育 、
て 、
の 、
親 、
と
言
つ
て
も
い
ゝ
位
、
可 、
愛 、
が 、
ら 、
れ 、
た 、
も 、
の 、
で
し
た
（
中
略
）
た
お
婆
さ
ん
は
、
大 、
變 、
な 、
酒 、
好 、
き 、
で
、
い
ざ
飮
む
と
な
る
と
、
お
祭
の
時
―55―
や
、
お
客
に
で
も
往
つ
た
時
は
、
ず
ゐ
ぶ
ん
女
ら
し
く
も
な
く
醉
つ
て
騒
ぐ
人
で
し
た
。
醉
ふ
と
、
よ
く
口
癖
の
や
う
に
、
小 、
島 、
家 、
は 、
、
こ
ん
な
正 、
岡 、
の 、
や 、
う 、
な 、
成 、
上 、
り 、
も 、
ん 、
ぢ 、
や 、
な 、
い 、
、
キ 、
ン 、
キ 、
ン 、
の 、
お 、
待 、
ぢ 、
や 、
、
と
言
つ
て
ゐ
ま
し
た
。
し
ま
ひ
に
は
呂
律
も
ま
は
ら
な
い
に
な
つ
て
何
か
唄
で
も
謠
ふ
手
拍
子
を
打
つ
の
に
、
其
の
手
が
チ
グ
ハ
グ
に
合
は
な
い
位
、
後
正
體
な
か
つ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
さ
ア
ど
の
位
飮
み
ま
し
た
か
、
さ 、

、
で 、
も 、
な 、
か 、
つ 、
た 、
で 、
せ 、
う 、
が 、
…
…
祖
母
お
久
も
ま
た
あ
る
意
味
で
父
隼
太
母
八
重
同
様
松
山
士
族
「
瓦
解
」
の
犠
牲
者
の
一
人
と
い
っ
て
も
よ
い
。（
碧
梧
桐
『
子
規
を
語
る
』、
325～
327頁
、
傍
点
引
用
者
）
40
「
季
刊
子
規
博
だ
よ
り
」
（
Vol
9―
4
平
2

3

31
、
18頁
）。
尚
、
父
正
岡
隼
太
の
年
譜
は
今
日
知
り
得
る
中
で
最
も
詳
し
く
裨
益
す
る
と
こ
ろ
大
に
し
て
貴
重
。
41
注
36に
同
42
注
40に
同
何
人
か
の
記
憶
に
く
い
違
い
が
あ
っ
て
、
年
譜
に
日
付
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
子
規
の
母
八
重
の
記
憶
ど
お
り
出
火
は
一
二
月
五
日
の
夜
で
（
三
月
と
い
う
説
も
あ
っ
た
が
八
重
は
十
二
月
と
記
憶
し
て
い
た
）
、
明
治
二
年
一
二
月
五
日
夜
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
と
あ
り
（
18頁
）。
43
森
正
経
「
「
子
規
と
そ
の
家
系
」
三
―
「
近
代
」
を
支
え
た
「
江
戸
」
―
」
（
「
季
刊
子
規
博
だ
よ
り
」
Vol
9―
4、
19頁
）
44
注
36に
同
45
若
尾
瀾
水
「
子
規
子
の
死
」
（
「
木
兎
」
第
二
卷
第
九
號
「
子
規
子
悼
號
」
明
35

11

15
初
出
、
『
全
集
』
別
卷
二
所
収
、
142～
154頁
）
中
で
用
い
ら
れ
し
批
言
、
子
規
門
下
に
大
い
な
る
波
紋
を
生
ず
。
後
に
瀾
水
を
し
て
、
「
先
づ
は
命
が
助
か
つ
て
有
難
い
事
で
あ
つ
た
」
と
回
顧
な
さ
し
め
る
ほ
ど
の
用
語
（
「
子
規
子
の
死
」
の
反
響
―
付
鼠
骨
君
尺
牘
―
」

『
全
集
』
別
卷
三
所
収
、
389～
396頁
）
で
あ
る
が
存
外
的
を
射
た
批
言
と
い
え
る
。
46
例
え
ば
、
「
歸
中
目
	事
件
」
「
松
山
會
」
（
『
全
集
』
第
十
卷
所
収
、
「
筆
ま
か
せ
」
第
一
編
、
193～
199頁
）、「
養
痾
雜
記
」「
初
夢
」
（『
全
集
』
第
十
二
卷
所
収
、
102～
117頁
、
491～
498頁
）
等
々
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
子
規
自
ら
「
伊
豫
人
は
多
少
小
ざ
か
し
き

あ
れ
ど
も
そ
の
代
り
少
し
狡
猾
な
る
が
如
し
併
シ
こ
の
狡
猾
な
る
は
松
山
地
方
よ
り
も
西
に
行
き
宇
和
島
邊
の
方
甚
だ
し
き
や
に
覺
ゆ
補
注
１
」
と
も
、
「
松
山
人
は
ど
ん
な
下
等
な
人
間
と
申
し
ま
し
て
も
、
人
の
惡
口
の
い
へ
ぬ
ば
か
な
人
間
は
少
い
で
す
、
そ
れ
だ
か
ら
松
山
人
は
大
き
な
こ
と
を
一
も
し
た
こ
と
の
な
い
の
に
小
さ
い
こ
ぜ
り
あ
ひ
や
つ
ゝ
き
ッ
こ
は
常
に
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
補
注
２
」
と
も
述
べ
、
「
批
的
人
間
」
の
本
領
を
見
せ
る
。
総
じ
て
、
彼
の
故
郷
観
は
些
か
観
念
的
、
一
般
論
的
自
然
観
に
近
い
と
い
え
よ
う
。
森
正
経
補
注
３
の
「
母
妹
と
の
同
居
以
後
、
子
規
の
「
ふ
る
さ
と
」
観
は
、
錦
を
飾
る
場
所
か
ら
、
し
だ
い
に
実
生
活
か
ら
隔
離
し
て
く
れ
る
異
郷
へ
と
収
斂
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
」
と
い
う
指
摘
は
概
ね
正
鵠
を
得
て
お
り
、
更
に
「
子
規
の
父
親
の
存
在
」
を
見
定
め
る
方
向
性
も
首
肯
し
う
る
。
補
注
１
「
地
方
の
風
俗
人
」
（『
全
集
』
第
十
卷
）
2
「
松
山
會
」
（
同
右
、
193頁
）
3
研
究
ノ
ー
ト
「
「
子
規
―
西
洋
江
戸
」
二
―
悲
し
き
に
つ
け
て
も
嬉
し
き
は
故
郷
な
り
―
」
（「
季
刊
子
規
博
だ
よ
り
」
Vol
9―
3
平
2

1

1
、
19頁
）
47
『
定
本
高
濱
子
全
集
』
第
七
卷
（
毎
日
新
聞
社
刊
）
所
収
、
75～
84頁
48
同
前
当
該
『
全
集
』
第
八
卷
（
昭
49

4

5）
所
収
、
177～
196頁
（
お
お
し
ま
と
み
お
日
本
語
日
本
文
学
科
）
―56―
